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大
正
末
年
頃
の

　
　

二
宮
の
松
原（
旧
出
雲
街
道
）

写
真
提
供
・
江
見
写
真
館

　

江
戸
時
代
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
中
ま
で
、
二
宮
の
松
原

は
、
出
雲
街
道
を
往
来
す
る
旅
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
津
山

の
名
勝
と
う
た
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
昔
、
吉
井
川
は
旧
二
宮
村
か
ら
東
へ
向
か
い
、
旧
小

田
中
村
で
筋す

じ
か
い違

橋
に
出
る
川
筋
（
現
紫し

竹ち
く

川
）
を
流
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
元
和
元
年
（
１
６
１
２
）
の
洪
水
で
安

岡
町
の
裏
手
を
流
れ
る
よ
う
に
な
り
、
河
原
に
な
っ
た
高
野

神
社
神
門
前
か
ら
筋
違
橋
ま
で
が
「
筋
違
い
道
」
と
し
て
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
慶
安
元
年
（
１
６
４
８
）
に
は
官
道
と
な

り
、
出
雲
街
道
が
津
山
城
下
を
通
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
延
宝
８
年
（
１
６
８
０
）
、
道
の
両
側
に
五
百
数
十

株
の
松
が
植
え
ら
れ
、
二
宮
の
松
原
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

市
史
第
３
巻
に
「
初
め
は
人
馬
の
往
来
も
多
く
は
な
く
、

人
家
も
隔
絶
し
て
い
た
の
で
、
行
路
病
者
の
苦
難
も
は
な
は

だ
し
く
、
夜
間
に
は
辻つ

じ

斬ぎ

り
や
強
盗
の
恐
れ
も
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
藩
は
南
北
２
カ
所
ず
つ
に
茶
店
を
開
か
せ
た
。
茶
屋

は
旅
人
の
憩
い
の
場
と
し
て
、明
治
維
新
ま
で
継
続
し
た
（
抜

粋
）」
と
あ
り
ま
す
。
平
成
21
年
に
は
、
二
宮
歴
史
文
化
財

顕
彰
会
に
よ
っ
て
茶
屋
跡
に
説
明
看
板
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
美
し
い
松
原
は
、
昭
和
18
年
、
軍
需
造
船
に
供
出
す

る
た
め
、
一
本
を
残
し
て
伐
採
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。　

このコーナーは歴史的
文化資産のデジタルア
ーカイブ（古写真のデジ
タル化）事業の成果の中
から紹介しています
問い合わせ先
　津山郷土博物館
　薊22−4567

　森安家のクワジ。インタビュー中にちょうど冬眠から覚めました。
なんという生命の不思議！生命の神秘を感じながら成長すること。
生命の尊さを実感すること。生き物が身近にいることで、子どもたち
はすばらしい経験を重ねることができるでしょうね。（＆）

　津山加茂郷フルマラソンの取材は今年で４回目。毎回、写真を撮っ
ているうちに自分も走りたくなる。ひたむきに走る姿に感動し、ハイ
になって手を振る姿にほほ笑み…。この前、可愛いジョギングシュー
ズを見つけたので、買って来年は参加してみようかな～。（和）

　年々、悪化する花粉症。今春の取材ではマスクと眼鏡が離せませ
ん。ある時、急な雨で黒のコートのフードを被りました。知人に声を
掛けると「誰か分からなんだ…その格好かなり怪しい！」。「広報」
と書かれた腕章をしていたら温かく見守ってくださいね。（２）

表紙について

　各方面隊から選ばれた精鋭
チームが、消防ポンプ操作の正
確さと迅速さを競った消防操法
訓練大会。
　降りしきる雨の中、訓練の成
　果を精一杯披露する姿が印

象的でした。

2�2010.5

津山市消防操法訓練大会
４月11日、津山スポーツセンター

現在の二宮の旧出雲街道
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笳 特別職の就任

笘 特集
  津山市子育て支援行動計画
（後期計画）を策定しました！

笵 市政だより
 ● 「子ども手当」スタート！
 ● 国保料の軽減措置
 ● 平成22年度介護教室開催
 ● 情報公開制度・個人情報保護制
  度運用状況
 ● 個人住民税の特別徴収
 ● 消防団協力事業所表示制度

笄 ふぉと ほっと るぽ
 ● 第18回 津山加茂郷フルマラソン
　 全国大会　　　　　　　   ほか

笋 みんなのページ･ちゃい
 ● お･た･よ･り
 ● つやまっ子に贈る100冊の本
 ● きらめく津山人
 ● イラスト･絵手紙
 ● 広報クイズ

筵 としょかん
筥 こどもひろば
 ● 小・中学生茶道教室
 ● じどうかん

筴 けんこう・そうだん

筧 けいじばん
箘 くらし
箍 Albumあの頃の津山

　

宇
田
川
家
は
代
々
江
戸
詰
で
し
た
が
、
箕
作
阮
甫
は
津
山
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

西
新
町
に
は
14
歳
ご
ろ
ま
で
過
ご
し
た
生
家
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
は
一
番
な
じ
み
の
深
い
洋
学
者
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

阮
甫
は
寛
政
11
年
（
１
７
９
９
）
に
父
・
貞て

い

固こ

と
母
・
清
子
の
三
男
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
箕
作
家
の
医
業
は
曽
祖
父
の
貞て

い
べ
ん弁

か
ら
始
ま
り
、
評
判
の
良

い
町
医
者
だ
っ
た
貞
固
が
、
天
明
２
年
（
１
７
８
２
）
に
藩
医
に
取
り
立
て
ら

れ
ま
す
。
そ
の
翌
年
に
は
早
速
江
戸
へ
の
参
勤
の
お
供
を
命
じ
ら
れ
、
藩
主
の

信
頼
を
得
て
順
調
に
席
次
も
登
っ
て
い
ま
し
た
が
、
享
和
２
年
（
１
８
０
２
）、

阮
甫
が
４
歳
の
時
に
44
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

　

阮
甫
に
は
二
人
の
兄
と
姉
が
い
ま
し
た
が
、
長
兄
と
姉
は
幼
く
し
て
亡
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
わ
ず
か
９
歳
の
次
兄
・
豊ほ

う
じ
ゅ
ん順が

箕
作
家
を
継

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
町
医
者
と
し
て
の
収
入
も
な
く
な
り
、
藩
の
扶ふ

ち持
も
半

減
さ
れ
、
清
子
は
苦
し
い
家
計
を
支
え
な
が
ら
、
豊
順
が
立
派
な
医
者
に
な
る

よ
う
教
育
し
ま
し
た
。
豊
順
も
、
母
の
思
い
に
応
え
て
修
業
に
精
を
出
し
ま
し

た
が
、
そ
の
苦
労
が
た
た
っ
て
か
17
歳
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
12
歳
に

な
っ
て
い
た
阮
甫
は
兄
の
跡
を
継
ぎ
、
貧
し
い
暮
ら
し
の
中
で
一
生
懸
命
勉
強

し
ま
し
た
。
も
と
も
と
賢
く
、
本
を
読
む
の
が
好
き
だ
っ
た
阮
甫
は
、
周
囲
の

人
も
認
め
る
ほ
ど
学
問
に
励
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
藩
主
か
ら
も
褒
め
ら
れ
た
こ

と
が
「
箕
作
家
勤

つ
と
め
が
き書
」
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

18
歳
に
な
る
と
、
箕
作
家
の
再
興
を
か
け
て
京
都
の
高
名
な
医
師
・
竹た

け
な
か中

文ぶ
ん

輔ぽ

に
入
門
し
、
漢
方
医
学
を
学
び
ま
す
。
少
し
の
時
間
も
惜
し
ん
で
一
生
懸
命

修
業
に
励
み
「
同
学
の
者
で
拮き

っ

抗
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
３
年
間
の
修
業
を
無
事
に
終
え
て
津
山
に
帰
り
、
つ
い
に
藩
医

に
取
り
立
て
ら
れ
た
の
で
し
た
。

　

後
に
、
迫
害
の
危
険
を
も
顧
み
ず
洋
学
研
究
に
打
ち
込
み
、
活
躍
す
る
こ
と

に
な
る
阮
甫
。
そ
の
不
屈
の
精
神
は
こ
う
し
た
幼
年
時
代
に
築
か
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
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▲国指定史跡箕作阮甫旧宅（西新町）

〜 箕
み

作
つくり

阮
げ ん

甫
ぽ

の生い立ち 〜〜 箕
み

作
つくり

阮
げ ん

甫
ぽ

の生い立ち 〜

　この度、津山市教育
長に任命され、職責の
重大さに身の引き締ま
る思いです。
　教育委員会は、教育・
文化・スポーツ･ 生涯学
習などの幅広い分野で、
子どもたちや市民の皆
様の学習ニーズに応え
て、諸条件を整備し充
実させることを任務と
しています。市民の皆

様が、文化的で、心豊かな、潤いのある暮らしが
できますよう努力を傾注したいと思います。
　また、義務教育である小中学校の教育は、津山
市が直接責任を負っています。学校は、主人公で
ある子どもたちが楽しく学び、遊び、友情を育み、
夢や希望を膨らませ、「自分であること」に誇り
を持つ場です。教育は、教師と子どもが心を通わ
せ、教師と保護者が信頼し責任を分かち合うこと
によって、初めて成り立ちます。
　近年、少子高齢化が顕著となる中で、格差社会
といわれる状況が生まれています。子育て・教育
は厳しい環境に置かれていますが、この困難な状
況を切り開くために、地域の皆様の温かい応援を
お願いいたします。教育にかかわるすべての人た
ちの協働によって、教育都市・津山を創造してい
きたいと思います。

　この度、新たに副市
長を拝命し、その重責
に身の引き締まる思い
です。
　津山市には課題が山
積していますが、特に
行政推進にあたっては
「健全な財政運営」が
不可欠であり「入りを
量りて、出を制する」
計画的な運営を進める
とともに「まちづくり

は人づくり」の理念の下、市民の皆様と行政との
協議を推進し、ともに汗をかき、知恵を出し合い
ながら津山市を活性化したいと考えています。加
えて企業誘致の推進や観光産業の充実など、地域
の活力と雇用の創出にも力を注いでまいります。
　また、市長の行政姿勢である「心のかよう信頼
と責任の市政」の実現はもとより、合併後５年が
経過する中、地域全体の均衡ある発展を図るうえ
でも、改めて市民の声をお聞きし、事業に活かし
てまいりたいと思います。
　微力ではありますが約40年間の行政経験を活か
し、市長を支え職員と一体となり、市政発展のた
め、また市民サービスの向上に向けて誠心誠意全
力を尽くしてまいる所存でありますので、ご協力
とご支援を賜りますよう衷心よりお願い申し上げ
ます。

特別職の就任

教　　育　　長
田

た

　村
む ら

　芳
よ し

　倫
の り

任期：平成22年４月１日～
	 　　　平成24年３月31日
	 　　	（前任者の残任期）

副　　市　　長
大
お お

　下
し も

　順
よ し

　正
ま さ

	 任期：平成22年４月１日～
	 　　　平成26年３月31日
	 　　	（４年）

監　査　委　員
中
な か

　尾
お

　義
よ し

　明
あ き

任期：平成22年５月１日～
　　　平成26年４月30日（４年）

水道事業管理者
豊
と よ

　岡
お か

　俊
しゅん

　介
す け

任期：平成22年４月１日～
　　　平成26年３月31日（４年）

特　別　理　事
田

た

　口
ぐ ち

　順
じゅん

　司
じ

任期：平成22年４月１日～
　　　平成23年３月31日（１年）



■ 

計
画
の
策
定
経
過

　

子
育
て
支
援
は
保
育
な
ど
の
福
祉
対
策

に
と
ど
ま
ら
ず
、
保
健
、
教
育
、
労
働
、

都
市
環
境
整
備
な
ど
、
広
範
な
分
野
で
の

対
策
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
市
で
は
、

全
庁
的
に
組
織
し
た
「
津
山
市
次
世
代
育

成
支
援
庁
内
推
進
会
議
」
で
前
期
計
画
の

評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
社
会
情
勢
な
ど

の
変
化
や
国
の
少
子
化
対
策
の
内
容
な
ど

を
踏
ま
え
て
後
期
計
画
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
に
小
学
３
年
生
以

下
の
児
童
の
い
る
３
４
０
０
の
家
庭
を
対

象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
、
学
識
経
験

者
や
子
育
て
や
教
育
に
関
連
の
あ
る
団
体

の
代
表
な
ど
で
組
織
さ
れ
た
策
定
委
員

会
で
の
審
議
・
答
申
、
計
画
案
に
つ
い
て

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
な
ど

に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
や
意

見
な
ど
を
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

■ 

計
画
の
基
本
理
念

　

子
ど
も
は
親
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
社
会
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
す
。
子
育
て
を
家
庭
だ
け
の
責

任
に
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
子
育
て
を
見
守
り
、
支
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
心

豊
か
に
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
は
、
ど
の

子
ど
も
に
も
隔
て
の
な
い
愛
情
と
優
し
さ

が
得
ら
れ
る
環
境
が
必
要
で
す
。
家
庭
、

関
係
機
関
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、

子
育
て
の
喜
び
や
大
切
さ
を
実
感
で
き
る

よ
う
な
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

■ 

計
画
の
体
系

　

市
で
は
次
の
７
つ
の
基
本
目
標
を
持
ち
、

保
健
や
医
療
、
福
祉
、
教
育
な
ど
の
各
分

野
が
連
携
し
て
21
の
基
本
施
策
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

基
本
施
策
の
中
に
具
体
的
な
事
業
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
５
ペ
ー
ジ
の
図
に

そ
の
一
例
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
「
津
山
で
子
育
て
し
て
よ
か
っ
た
、
津

山
で
育
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
」

に
し
た
い
と
考
え
、
審
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
の
中
に
は
、
た
く
さ
ん
の
事

業
が
盛
り
込
ま
れ
、
事
業
ご
と
に
目
標
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
中
で
も
「
保

育
所
待
機
児
童
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
」
を

目
標
と
し
て
明
記
し
た
の
は
画
期
的
で
す
。

　

具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
「
乳
児
家
庭

全
戸
訪
問
事
業
」。
こ
れ
は
、
子
育
て
に

つ
い
て
相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
と
い
っ

た
保
護
者
の
孤
立
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
乳

児
の
い
る
す
べ
て
の
家
庭
を
訪
問
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
を
聞
き
、
子
育
て

支
援
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
た
り
、
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ
け
た
り
す
る
も

の
で
す
。
計
画
に
あ
る
各
事
業
を
知
り
、

利
用
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
よ
り
充
実
し
た

子
育
て
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
た
め

に
は
、
企
業
や
事
業
者
の
理
解
と
協
力
が

重
要
で
す
。
関
係
機
関
と
連
携
し
て
企
業

な
ど
へ
の
啓
発
や
広
報
、
講
習
を
実
施
す

る
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
企
業
や

事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
働
き
や
す
い
勤

務
形
態
へ
の
変
更
な
ど
、
積
極
的
な
取
り

組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
全
体

で
支
え
る
子
育
て
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ

ん
も
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　

７
つ
の
基
本
目
標

☆ 

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
事
業

☆ 

母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
等
の

健
康
の
確
保
及
び
増
進

☆ 

子
ど
も
の
成
長
に
資
す
る
教
育
環

境
の
整
備

☆ 

子
育
て
を
支
援
す
る
生
活
環
境
の

整
備

☆ 

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立

の
推
進

☆ 
子
ど
も
の
安
全
等
の
確
保

☆ 

要
保
護
児
童
へ
の
対
応
等

計画の閲覧場所
　次の施設に置いていま
すので、自由にご覧くだ
さい。
　津山すこやか・こども
センター、各支所市民
生活課、各児童館、各
公民館、各図書館、津
山男女共同参画センタ
ー「さん・さん」

※市ホームページでも見
ることができます

１．地域における子育て支援事業

　ア　地域における子育て支援サービス　
　イ　子育て支援のネットワークづくり　
　ウ　子育て支援事業に関する情報の提供及び調整　

２．母性並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進

　ア　子どもや母親の健康の確保及び増進
　イ　「食育」の推進
　ウ　思春期保健対策の充実

３．子どもの成長に資する教育環境の整備

　ア　次代の親の育成
　イ　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備
　ウ　家庭や地域の教育力の向上
　エ　子どもを取り巻く有害環境対策の推進

４．子育てを支援する生活環境の整備

　ア　良質な住宅の確保
　イ　安心して外出できる環境の整備
　ウ　安全・安心まちづくりの推進等

５．職業生活と家庭生活との両立の推進

　ア　仕事と生活の調和の実現のための働き方の見直し
　イ　仕事と子育ての両立のための基盤整備

６．子どもの安全等の確保

　ア　子どもの交通安全を確保するための活動の推進
　イ　子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

７．要保護児童への対応等

　ア　児童虐待防止対策の充実
　イ　個別的・具体的な問題に対応する協力支援体制
　ウ　母子家庭等の自立支援の推進
　エ　障害児施策の充実

計画の体系（基本目標・基本施策）計画の体系（基本目標・基本施策）計画の体系（基本目標・基本施策）

基本目標

　基本施策

凡例

事業名など

○子育て支援サービス等のネット
ワークの形成

○地域ぐるみの支援ネットワーク
の整備

○地域住民に対する子育てに関
する意識啓発

○乳幼児健康診査の充実
○妊産婦への保健医療の充実
○育児不安を軽減する相談事業
の推進

○歯科検診の充実

○確かな学力の向上
○豊かな心の育成
○健やかな体の育成
○信頼される学校づくり
○幼児教育の充実（小学校への
円滑な連携）

○子どもの読書活動の推進

○家庭教育への支援の充実
○地域の教育力の向上

○誰もが働きやすい勤務形態の
促進、休業制度の普及促進

○男性の子育て参加の促進
　

○乳児家庭全戸訪問事業
○養育支援訪問事業
○通常保育
○保育所（園）延長保育・休
日保育

○障害児保育
○幼稚園預かり保育事業
○病児・病後児保育事業
○ファミリー・サポート・
センター

○一時預かり事業
○保育所（園）体験特別事業
○幼稚園未就園児交流事業
○子育て支援センター事業
○つどいの広場事業
○児童館
○放課後子どもプラン
　・放課後児童クラブ事業
　・放課後子ども教室事業
○児童相談・家庭児童相談
室

○教育相談センター「鶴山
塾」

○適応指導教室「ポポロつ
やま」

○療育センター
○保育所（園）の計画的整備

特集　津山市子育て支援行動計画（後期計画）を策定しました！特集　津山市子育て支援行動計画（後期計画）を策定しました！

乳児家庭全戸訪問事業乳児家庭全戸訪問事業

津
山
で
子
育
て
し
て
よ
か
っ
た
、

津
山
で
育
っ
て
よ
か
っ
た
と

思
え
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　

市
子
育
て
支
援
行
動
計
画
策
定
委
員
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

石
飛　

猛
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
美
作
大
学
准
教
授
）

い
し
と
び　

 

た
け
し

特
集 

津
山
市
子
育
て
支
援
行
動
計
画（
後
期
計
画
）を

 

策
定
し
ま
し
た
！

特
集 

津
山
市
子
育
て
支
援
行
動
計
画（
後
期
計
画
）を

 

策
定
し
ま
し
た
！

　

市
で
は
平
成
17
年
に
策
定
し
た
津
山
市
子
育
て
支
援
行
動
計
画
（
前
期
計
画
〈
平
成
17
〜
21
年
度
〉）
に
基
づ
き
、

総
合
的
・
計
画
的
な
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
前
期
計
画
が
終
了
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
か
ら
の
５
年

間
（
平
成
22
〜
26
年
度
）
の
後
期
計
画
を
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
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問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
企
画
課
（
津
山
す
こ
や
か
・
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

　

薊
32‐

７
０
２
７

　市では、公立幼稚園の適正配置・再編を盛り込んだ「津山市公立幼稚園将来計画」を３月に策定し
ました。計画は、公立幼稚園の現状と課題を踏まえ、公立幼稚園を活性化し、幼児教育の質向上の取
り組みなどの役割をさらに発揮するために今後のあり方を示すもので、主な内容は次のとおりです。
（計画は市ホームページで見ることができます）

エリア分けと拠点幼稚園
◆市内を複数の小学校区からなるエリアに
分け、エリアごとに拠点的役割を果たす
園を拠点幼稚園として設定します

預かり保育
◆拠点幼稚園の中で加茂幼稚園・鶴山幼稚
園・東幼稚園で実施し、課題などを検証
します
◆人的配置を検討し、保育時間・保育料に
ついては他市の事例や市内の私立幼稚園、
保育所（園）の状況などを考慮しながら決
定します

子育て支援
◆公立幼稚園で実施している未就園児支援
の交流事業を継続・充実します

適正配置・再編
◆園全体の園児数が20人を下回る状況が続
く場合、再編に向けて協議していきます
◆園児数が５人以下となった場合、廃園ま
たは休園を検討します

障害児等の特別支援
◆支援が必要な園児に対する支援員の配置
の制度化を行います
◆拠点幼稚園に援助技術をもつ人材を配置
し、関係機関と連携しながら個別の指導
や、保護者や他園の支援を行います

保育所（園）・私立幼稚園との連携
◆幼稚園・保育所（園）が連携し、幼児教育・
保育の推進に向け、両者合同の研修会の
開催や交流を活発に行います

「津山市公立幼稚園将来計画」を策定しました「津山市公立幼稚園将来計画」を策定しました「津山市公立幼稚園将来計画」を策定しました

特集　津山市子育て支援行動計画（後期計画）を策定しました！特集　津山市子育て支援行動計画（後期計画）を策定しました！
 

■ 

事
業
と
そ
の
目
標

　

基
本
施
策
の
中
の
具
体
的
な
事

業
と
平
成
26
年
度
ま
で
の
目
標
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
＝
１

０
０
％

○
通
常
保
育
＝
保
育
所（
園
）待
機

児
童
ゼ
ロ

○
保
育
所（
園
）延
長
保
育
・
休
日

保
育
＝
市
内
全
保
育
所（
園
）で

の
延
長
保
育
実
施
と
時
間
延
長
、

休
日
保
育
５
カ
所
実
施

○
幼
稚
園
預
か
り
保
育
事
業
＝
預

か
り
保
育
検
討
・
実
施

○
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
＝
医

療
機
関
併
設
３
カ
所
、
保
育
所

（
園
）
併
設
15
カ
所

○
一
時
預
か
り
事
業
＝
20
カ
所

○
乳
幼
児
健
康
診
査
の
充
実
＝
受

診
率
90
％
以
上
、
未
受
診
児
把

握
１
０
０
％

○
妊
産
婦
へ
の
保
健
医
療
の
充
実

＝
妊
娠
・
出
産
に
満
足
し
て
い

る
人
の
割
合
１
０
０
％

○
家
庭
教
育
へ
の
支
援
の
充
実
＝

60
・
15
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
チ
ャ

レ
ン
ジ･

ハ
ッ
ピ
ー
デ
ー
の
幼

児
期
か
ら
の
取
り
組
み

○
男
性
の
子
育
て
参
加
の
促
進
＝

企
業
に
向
け
「
仕
事
と
家
庭
の

調
和
の
と
れ
た
生
活
」
へ
の
転

換
を
目
指
す
講
習
の
実
施

○
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
充
実
＝

関
係
機
関
と
の
情
報
を
共
有
化
、

公
平
で
迅
速
な
対
応
を
行
う
た

め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化

■ 

計
画
の
推
進
に
向
け
て

　
「
子
育
て
の
基
本
は
家
庭
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
子
育
て
の
一

番
の
責
任
は
父
母
な
ど
の
保
護
者

に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
そ

の
う
え
で
市
民
一
人
ひ
と
り
が
少

子
化
や
子
育
て
に
つ
い
て
関
心
を

高
め
、
み
ん
な
で
支
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
市
な
ど
行
政
機
関
は

も
と
よ
り
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
、

事
業
者
な
ど
が
密
接
に
連
携
・
協

力
し
な
が
ら
、
計
画
を
推
進
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、「
津

山
市
次
世
代
育
成
支
援
庁
内
推
進

会
議
」
に
お
い
て
、
進
捗
状
況
や

実
効
性
の
点
検
・
評
価
を
行
い
、

計
画
の
改
善
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
が
実
施
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
子
育
て
支
援
事
業
へ
の
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
意
見
、
参
加
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｑ　児童手当と子ども手当は両方もらえるのでしょうか？
Ａ　平成22年３月分までは児童手当、平成22年４月分以降は子ども手当になります。両方もらえる月はあ
りません

Ｑ　別居している子がいても受給できますか？
Ａ　別居している子がいる場合は「別居監護申立書」（住所が市外の場合は住民票が
必要）を提出することにより、受給できる場合があります。こども課までお問い
合わせください

Ｑ　公務員ですが、こども課から書類が送られてきました。手続きが必要ですか？
Ａ　勤務先で受給している場合は、こども課へ手続きする必要はありません。勤務先
へお問い合わせください

Ｑ　所得制限を超えていたため、児童手当をもらっていません。申請は必要ですか？
Ａ　申請が必要です。住民票で確認できる場合はこども課から申請書類を送付してい
ます

　４月から従来の「児童手当」に替わり「子ども手当」が始まりました。中
学校卒業前の子どもの養育者に子ども手当を支給しますので、申請の必要な
人は早めに手続きをお願いします。

「子ども手当」と「児童手当」との比較（概要）

申請の手続き
　手続きの必要な人には申請書を郵送しました。９月30日貅までに申請をしてください。９月30日を過ぎると
満額の支給が受けられなくなりますのでご注意ください。
　◉申請が必要な場合
　　①平成22年３月31日時点で、所得制限超過などにより児童手当を受給していない家庭
　　②平成22年度において、中学２年生または中学３年生の子どもがいる家庭
　◉申請が不要な場合　平成22年３月31日時点で、すべての子どもが児童手当を受給している家庭
　　※「子ども手当」に自動的に継続されます

　※申請が必要な場合で申請書が届いていないときは、こども課までお問い合わせください
　※新たに子どもが生まれた場合などは、申請猶予期間（９月30日まで）の対象とはなりませんので早めに手
続きをしてください

問い合わせ先　こども課（津山すこやか・こどもセンター）薊32－2065

「子ども手当」がスタート！ 申請をお忘れなく「子ども手当」がスタート！ 申請をお忘れなく

  子ども手当
 対象年齢 中学校卒業前まで
 所得制限 な　　し
 
手当月額

 

一律13,000円 
 

 支 払 月 毎年２月、６月、10月
 
手 続 先

 こども課
  （公務員は勤務先）

児童手当
小学校卒業前まで

あ　　り
３歳以上の第１子・第２子

5,000円
３歳未満または第３子以降

10,000円
毎年２月、６月、10月

こども課
（公務員は勤務先）

１人当
たり（ 　 ）
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倒産・解雇により、国民健康保険（国保）に加入した皆さん

対象者　雇用保険の特定受給資格者または特定理由離職者
　特定受給資格者のコード ＝11、12、21、22、31、32
　特定理由離職者のコード ＝23、33、34
※上記以外のコードの人は軽減対象となりません。コード
の詳細はハローワーク津山（山下）薊22-8341へお
問い合わせください
届出方法　雇用保険受給資格者証と印鑑を持参し、保険
　年金課または各支所市民生活課で届け出を行ってください
※雇用保険受給資格者証を紛失した場合は、ハローワーク津山で再交付の手続きをしてください
軽減所得と割合　失業者の給与所得を 30/100 として計算
軽減期間　離職日の翌日から翌年度末まで
※平成21年３月31日以降の離職が対象
※ただし、再就職して会社の健康保険に加入した場合はその時点まで

対 象 者　国民年金、厚生年金の被保険者
送付時期　毎年誕生月（１日生まれの人は、誕生日の前月に送付）
内　　容　35歳、45歳、58歳の人には次の①～⑥の記録を、それ以外の人には
　①～③と⑤⑥の直近の１年分の記録を送付
①年金加入期間②年金見込額（年金受給中＜全額停止も含む＞の人にはお知
らせしません）③保険料の納付額④年金加入履歴⑤厚生年金のすべての期間の月ごとの標準報酬月額・
賞与額、保険料納付額⑥国民年金のすべての期間の月ごとの保険料納付状況
※「ねんきん定期便」についての不審な訪問者や電話などがあった場合は、その場で対応せずに津山年金
事務所薊31-2363にお問い合わせください
問い合わせ先　「ねんきん定期便専用ダイヤル」薊0570-058-555

国保料の軽減措置が始まりました!
　４月から倒産などで職を失った人などを対象に、在職中と同程度の保険料負担
で国保に加入できるよう軽減措置が実施されることになりました。対象者は手続
きをしてください。 

12. 離職理由
11

11. 離職年月日
220531

10. 資格取得年月日
600401

雇用保険受給資格者証 

13. 60歳到達時賃金日額 14. 離職時賃金日額 

【見本】 ここを確認 
してください 

日本年金機構から「ねんきん定期便」を送付しています

　市民の皆さんに健康保持と介護に役立つ知識を身につけてもらうことを
目的に、参加無料で開催します。皆さんの参加をお待ちしています｡

※７月以降の開催については、広報つやま６月号に折り込まれる「社会福祉協議会だより」をご覧ください
申込方法　開催日の前日までに①氏名②電話番号を電話またはファクスで伝え、申し込む
問い合わせ先　津山市地域包括支援センター薊23-1004、蕭23-1005

平成22年度

介護教室開催のお知らせ介護教室開催のお知らせ

平成21年度 情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況

日 程 月 の 6 表 

日　　　　　時 会　　場 内　　　　　容 

１日 ㈫　午前10時～11時30分

４日 ㈮　午後２時～３時

４日 ㈮　午後２時～３時

13日 ㈰　午前10時～11時

14日 ㈪　午後２時～４時

16日 ㈬　午後２時～３時

17日 ㈭　午後２時～３時

24日 ㈭　午後１時30分～２時30分

25日 ㈮　午前10時～11時

作州城東屋敷 

一宮公民館 

久米保健センター 

勝北公民館 

津山市総合福祉会館 

佐良山公民館 

成名公民館 

加茂町福祉センター 

二宮公民館 

認知症を理解する 

歩行補助具について（杖、車いすなど） 

こころの風邪～うつ病 介護うつ～ 

結構知らない目の病気！ 

救急処置 

上手く使おう! 介護保険制度 

低栄養にならないために 

上手く使おう! 介護保険制度 

お口のお手入れ・健口体操 

情報公開制度 個人情報保護制度
請 求 件 数

市長
教育委員会
選挙管理委員会
公平委員会
監査委員
農業委員会
固定資産評価審査委員会
水道事業管理者
議会
合計

397件
42件
17件
1件
1件
12件
1件
5件
2件

478件

16件

93件

（うち全部開示77件、一部開示14件、不開示2件）

福祉事業関係

道路位置指定関係

入札参加資格関係

建築計画概要書

クリーンセンター建設関係

工事請負契約関係

演習場対策関係

7件

3件

4件

2件

1件

75件

1件

0件

問い合わせ先　総務課薊32-2054

①自己情報の開示の請求 6件
実施機関
市　長
教育委員会
合　計

請求件数
5件
1件
6件

全部開示
3件
1件
4件

一部開示
2件
0件
2件

不開示
0件
0件
0件

却　下
0件
0件
0件

（請求の取り下げ　0件） 
②自己情報の訂正等の請求 0件 

0件 

個人情報取り
扱い事務の届
出件数 

自己情報の開
示請求・訂正
等の請求と請
求に対する決
定の状況 

不服申し立て件数
とその処理の状況 

実施機関 届出件数 

異議申し立て件 
数とその処理状 
況 

対象行政文書数 

行政文書の内容 

つえ 

う　 ま 

けん こう 

問い合わせ先　保険年金課（市役所１階７番窓口）薊32-2071、または各支所市民生活課 

平成20年度 
以前 

平成20年度 対象期間 離職日 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 

平成21年度 

平成22年度 
以降 

軽減対象ではありません

軽減制度の実施日　平成22年４月１日

軽減対象です

離職日 平成20年4月1日～平成21年3月30日 

離職日 平成21年3月31日

離職日 平成22年3月31日 

 離職日 平成22年4月1日～平成23年3月30日

 
 

離職日 平成21年4月1日～
　　　 平成22年3月30日

 離職日 平成23年3月31日
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個人住民税の特別徴収をお願いします！
　地方税法と市税賦課徴収条例により所得税を源泉徴収している事業所は、原則と
して個人住民税（市・県民税）の特別徴収義務者として個人住民税の特別徴収（給
与からの天引き）を行うことになっていますので、ご協力をお願いします。

　　　　　　　　個人住民税特別徴収
腓 個人住民税の特別徴収ってどんな制度？
　胙 個人住民税の特別徴収は、所得税のように税額を計算したり年末調整をしたりする手間はかかりませ
ん。税額等は市で計算を行い従業員ごとの税額を通知しますので、その税額を毎月の給与から天引き
し、翌月の10日までに金融機関等を通じて市に納付してください。

腓 特別徴収にすると何かメリットはあるの？
　胙 個人住民税の特別徴収は「従業員一人ひとりが金融機関等で納付する手間が省ける」「住民税の納め
忘れがなくなる」など、納税義務者である従業員にとって大変便利な制度です。

  また、普通徴収（従業員が個人で納付）では納期は年４回ですが、特別徴収にすると年12回になり
ますので、従業員にとって１回当たりの負担額が少なくなります。

  なお、従業員が常時10人未満の事業所であれば納期を年２回とする制度（納期の特例）もあります。
腓 新たに特別徴収に切り替えるにはどうしたらいいの？
　胙 毎年１月31日までに提出する給与支払報告書（総括表）に朱書きで「特別徴収希望」と記入して課税
課へ提出してください。５月中に特別徴収税額の通知書類を送付します。また、今年度から特別徴収
に切り替えが可能な場合は、課税課へ相談してください。

　平成22年度から公的年金にかかる個人住民税（市・県民税）を給与から特別徴収（天引き）できるようにな
りました。
　これは、平成21年度から個人住民税を公的年金から特別徴収する制度の開始に伴ない、この制度の対象とな
らない65歳未満で公的年金と給与の収入がある人は給与から公的年金にかかる税額が特別徴収できなくなりま
したが、窓口での納付の手間が新たに発生するため制度の一部が見直されたためです。
　ただし、平成22年４月１日現在65歳以上の人は、年金にかかる個人住民税は公的年金からの特別徴収または
普通徴収（個人納付）によって納めることになります。

問い合わせ先　課税課（市役所２階４番窓口）薊32－2015

　地域を火災などの災害から守り、地域の消防防災リーダーとして重要な役割を果たす消防団。津山市では活
動する消防団員の約９割をサラリーマンが占めています。そのため、平日の昼間は地元にいる消防団員が少な
いことや勤務形態の多様化により訓練・研修へ参加しにくいことなどもあり、地域防災力の低下が心配される
状況となっています。
　市では、消防団員の確保と活動環境を整備するため、津山市消防団に積極的
に協力している事業所などを「消防団協力事業所」として認定し、表示証を交
付する「消防団協力事業所表示制度」を４月から始めました。この制度によ
り、事業所との新たな協力体制を構築して、地域防災力のさらなる維持・向上
に努めていきます。
《認定を受けた事業所のメリット》
◉「消防団協力事業所表示証」を交付するとともに、市ホームページなどで事
業所名を公表します
◉表示証を社屋などに掲示することで、地域住民の皆さんに対して社会貢献を
ＰＲできます。また、事業所のホームページやパンフレットなどに広く公表
することができます
※認定の基準や手続きについてはお問い合わせください
問い合わせ先　危機管理課消防防災係薊22－1190

消防団協力事業所表示制度を始めました消防団協力事業所表示制度を始めました消防団協力事業所表示制度を始めました

「鍵かけ！ 声かけ！」運動実施中！「鍵かけ！ 声かけ！」運動実施中！

子どもを取り巻く環境の悪化をくい止め、
　　　　浄化できるのは大人だけです
積極的な声かけによる注意喚起を！

◎「早く帰りましょう」など、子どもたちに
温かい声をかけましょう
◎あいさつを積極的に行い、近所に見慣れな
い人がいたら「何かご用
　ですか？」など、
　一声かけましょう

鍵かけ 声かけ声かけ声かけ

問い合わせ先　危機管理課薊32－2042、津山警察署管内防犯連合会薊25－0110

鍵かけ鍵かけ鍵かけ

犯罪被害に遭わないために、
　　　　　　　　　鍵かけの徹底を！

◎家の鍵かけをお忘れなく。「自分の家は大
丈夫」「ちょっとだから」などと油断は禁
物です。しっかり鍵をかける習慣を身につ
けましょう
◎自動車を離れるときは、鍵かけはもちろん、
車内に貴重品などを
　放置しないよう心掛
　けましょう
◎自転車はわずかな時
　間でも２ロック（鍵
　を２カ所かける）を
　徹底しましょう

～一人ひとりが防犯意識を高め、地域で結束しましょう～～一人ひとりが防犯意識を高め、地域で結束しましょう～

事業主（給与支払者）の皆さんへ

公的年金にかかる個人住民税を
　　　給与から特別徴収できるようになりました

65歳未満で公的年金と給与の収入がある皆さんへ

特別徴収の方法による納税のしくみ

①給与支払報告書の提出
  （１月31日まで）

③特別徴収税額の通知
  （５月31日まで）

⑤税額の納入
  （翌月10日まで）

③特別徴収税額の通知
  （５月31日まで）

④給与の支払時、
　税額を徴収
　　６月から翌年の５月まで
　　毎月の給与支給日

②税額の計算

（　　　　　　　　　）

津山市役所 事　業　所 従　業　員

▲消防団協力事業所表示証

消防団協力事業所

津山市

○○○○年○○月表示
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　４月６～15日「ゆずりあう 心で走る 岡山路」
をスローガンに行われた春の交通安全県民運動。
初日に開催された推進大会には約350人が出席し、
事故のない安全・安心な社会を願い、交通安全へ
の意識を高めました。
　津山警察署白バイ隊員などへの花束贈呈や津山
市交通安全母の会による決意表明の後、みゅーじ
かる劇団「きんちゃい座」の交通安全劇も上演さ
れました。その中で、津山保育園児が交通安全ソ
ング『いのちのルール』に合わせ、可愛らしい歌
と踊りを発表。「交通ルールはいのちのルール」
とルールを守ることの大切さをアピールしました。

　県北の社会教育施設として、29年間地域の人々
に親しまれてきた「津山婦人青年の家」。岡山県
から津山市に譲渡され、４月１日から生涯学習の
拠点「中央公民館」としてスタートしました。各
種学習活動、ミーティング、研修などにご利用く
ださい。
利用時間　午前８時30分～午後10時
休館日　年末年始
利用施設など　研修室（大小８室）、調理室、体
　育館、グラウンド
問い合わせ先　中央公民館（大谷） 薊24－5111

　幾重にも重なる石垣の美しさ、それを彩るように咲き誇る桜の花。「日本さくら名所100選」など
に選定されている津山城（鶴山公園）を始めとして、衆楽園や城東町並保存地区、中心商店街でさま
ざまなイベントが開催され、10万499人が訪れました。今年は、津山ホルモンうどんなどＢ級グルメ
のブームもあり、きっと目もお腹も満足してもらえたことでしょう。

　北は北海道から
南は鹿児島まで、全国
各地からフルマラソンに1,776人、ミ
ニマラソンに396人が参加。ジョギン
グブームもあり、年々参加者は増え
ています。
　加茂・阿波地域の自然の中を、地域
の皆さんの温かい声援とおもてなし
を受けて、ランナーたちは42.195袰
を走り抜けました。
　２時間31分44秒の大会新記録を出
した山本泰明さん（岡山市）の妻・
早苗さんは「数日前にアキレス腱が
痛いと言っていたので最後まで走れ
るかどうか心配していましたが、い
い記録が出て本当によかったです」
と、ほっとした様子で夫のゴールを
喜んでいました。

けん

４月６日 津山文化センター
交通安全 いのちのルール
春の交通安全県民運動推進大会

４月１日 中央公民館
中央公民館の新たなスタート
中央公民館開館式

４月18日 加茂町スポーツセンター スタート・ゴール好天に恵まれ 完走めざす
第18回 津山加茂郷フルマラソン全国大会

４月１～15日 津山城（鶴山公園）ほか心魅せられ 春を彩る 桜花
津山さくらまつり
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つやまっ子読書プランキャラクター
「ぶっくちゃん」 　

鶴
山
公
園
東
側
の
雑
木
林
を
間

伐
し
、
周
囲
を
美
化
し
て
い
る
の

に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
滑
り
を
防
ぐ
樹
木
を
切
り
倒
し
、

城
跡
に
不
釣
合
い
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
よ
う
な
擁
壁
や
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
が
見
え
ま
す
。
も
っ
と
景
観
に

配
慮
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。（
市
内
・
男
性
）

　

鶴
山
公
園
東
側
は
急
傾
斜
地
で
、

自
然
林
が
密
生
し
て
い
ま
す
。
平

成
16
年
、
台
風
の
た
め
に
樹
木
が

根
元
か
ら
倒
れ
ま
し
た
が
、
巨
木

の
た
め
に
現
場
か
ら
撤
去
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
応
急
処
置
と
し
て

ワ
イ
ヤ
ー
で
固
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
公
園
の
安
全
の
確
保
と
石
垣

の
景
観
復
元
の
た
め
に
、
風
倒
木

と
景
観
上
支
障
に
な
っ
て
い
る
木

を
撤
去
し
、
併
せ
て
仮
設
道
を
整

備
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
仮

設
道
を
利
用
し
て
、
巨
木
な
ど
を

撤
去
し
て
い
き
ま
す
。

　

仮
設
道
の
擁
壁
に
は
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
は
な
く
、
補
強
土
壁
を
使

用
し
て
お
り
、
時
間
が
た
つ
と
草

が
生
い
茂
り
ま
す
。
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
も
急
傾
斜
地
で
の
作
業
の
安
全

対
策
で
設
け
て
お
り
、
景
観
に
配

慮
し
た
も
の
で
す
。

　

鶴
山
公
園
は
「
日
本
さ
く
ら
名

所
１
０
０
選
」「
日
本
の
歴
史
公
園

１
０
０
選
」「
日
本
の
名
城
１
０
０

選
」
な
ど
に
選

ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
優

れ
た
景
観
・
環

境
を
復
元
・
保

全
し
、
一
層
皆

さ
ん
に
愛
さ
れ

る
公
園
に
な
る

よ
う
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

公
園
緑
地
課

　
薊
32‐

２
０
９
７

　コクワガタを捕まえ
た太郎くんの３年間の
飼育体験とそれを見守
るお母さんとのふれあ

いの物語。それが『クワガタクワジ物語』です。
　去年の夏、子どもがクワガタをもらった時、
この本を紹介してもらいました。読み始めた
ら一気に読んでしまい、太郎くんと同じよう
に自分のクワガタにも「クワジ」と名付ける
くらい、この物語が好きになりました。
　子どもが最初に気に入った「とくべつな三
日間」という章は、夏休みの最初の３日間は

森安恵津子
推薦者

さん(小原）

共感できる体験が、
　　　　　そのまま物語に

つやまっ子
に贈る100冊の本

演
奏
で
き
る
よ
ろ
こ
び
、
聴
い
て
も
ら
え
る
う
れ
し
さ

きらめくきらめく

　
　

山
公
園

　

景
観
に
配
慮
し
な
が

　

ら
整
備
し
て
！

鶴

が
す
て
き
で
、
弾
い
て
い
る
姿
も
美

し
い
ダ
ン
チ
ャ
イ
ン
を
選
び
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
は
家
族
そ
ろ
っ
て

よ
く
演
奏
会
を
し
ま
し
た
。
演
奏
会

で
は
楽
譜
を
見
な
い
で
演
奏
し
ま
す
。

間
違
え
る
と
、
父
は
「
も
っ
と
覚
え

な
さ
い
」
と
言
い
、
楽
譜
を
見
え
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
、
練
習
中
に
部

屋
の
電
気
を
切
り
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
父
の
厳
し
い
指
導
の
お
か
げ
も

あ
り
、
平
成
８
年
に
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ

ー
チ
ミ
ン
市
で
行
わ
れ
た
民
族
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
年
、
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
れ
た
バ

イ
オ
リ
ン
演
奏
家
・
清
水
節
子
さ
ん

か
ら
「
日
本
で
演
奏
し
ま
し
ょ
う
」

と
誘
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
１
年
近

く
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
、
最
初
は
反

対
し
て
い
た
父
が
「
お
ま
え
は
23
歳

に
な
っ
た
。
行
っ
て
お
い
で
」
と
私

の
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
平
成
10
年
に
清
水
さ
ん
の
元

を
訪
ね
、
東
京
、
大
阪
、
神
戸
な
ど

で
一
緒
に
演
奏
し
、
オ
ペ
ラ
に
も
出

演
す
る
な
ど
、
充
実
し
た
３
年
間
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
ぜ
津
山
に
？

　

そ
の
後
、
ベ
ト
ナ
ム
に
帰
国
し
、

昼
は
仕
事
、
夜
は
演
奏
活
動
を
続
け

て
い
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
に
旅
行
に

来
て
い
た
夫
が
私
の
演
奏
を
聴
い
て

く
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

超
遠
距
離
恋
愛
に
。
平
成
18
年
に
結

婚
し
て
津
山
に
来
ま
し
た
。

津
山
で
も
い
ろ
い
ろ
活
動
し
て
い
ま

す
ね

　

自
分
の
大
好
き
な
ダ
ン
チ
ャ
イ
ン

の
演
奏
で
皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で
く
れ

て
う
れ
し
い
で
す
ね
。
演
奏
会
が
決

ま
る
と
練
習
に
も
張
り
が
出
ま
す
。

実
は
、
津
山
に
来
て
最
初
の
１
年
は

演
奏
活
動
が
で
き
な
く
て
、
と
て
も

寂
し
か
っ
た
の
で
す
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
小
山
保

枝
さ
ん
と
出
会
え
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
多
く
の
人
に
出
会
い
支
え
て

も
ら
い
、
演
奏
の
場
が
ど
ん
ど
ん
広

が
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
津
山
さ
く

ら
ま
つ
り
を
始
め
、
い
ろ
い
ろ
な
場

で
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ど
ん
な
曲
を
演
奏
し
て
い
ま
す
か
？

　

演
奏
す
る
季
節
と
聴
衆
の
年
代
を

考
え
て
選
ん
で
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム

と
日
本
の
曲
ど
ち
ら
も
曲
目
に
入
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
歌
え
る
よ
う
に
最
後
の
曲

目
に
「
か
あ
さ
ん
の
歌
」
「
故
郷
」

な
ど
、
誰
で
も
知
っ
て
い
る
曲
を
入

れ
ま
す
。

今
後
の
活
動
は
？

　

一
人
で
演
奏
す
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
ほ
か
の
演
奏
家
と
一
緒
に

演
奏
す
る
機
会
も
増
や
し
た
い
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
音
が
響
き
合
う
こ
と
で
、

も
っ
と
音
楽
を
楽
し
め
る
し
、
自
分

自
身
も
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。
歌
唱
法
も
勉
強
し
た

い
で
す
ね
。
ま
た
、
唱
歌
や
童
謡
な

ど
、
古
い
け
れ
ど
心
に
響
く
日
本
の

曲
を
会
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
い

続
け
た
い
で
す
。

異
国
情
緒
の
中
に
懐
か
し
さ
を
覚
え

る
音
色
。
三
船
さ
ん
の
演
奏
と
優
し

い
歌
声
に
は
人
を
癒
や
す
力
が
あ
る

よ
う
で
す
。

1ライン5.1125ミリ 1ライン左へ

▲「故郷」を歌いながら演奏する三船さん

太郎くんが何をしても怒らないとお母さんが
約束したお話。太郎くんは一番したかった真
夜中の森へ虫を採りに行きます。そして、大
自然の中で自由に飛び回る虫の世界に出会う
ことで、太郎くんは脈々と受け継がれてきた
生命の重さを感じるのです。
　子どもは、人懐っこいクワジの様子に「虫
にも心があるのかな」と想像したり、お母さ
んの入院中に家族の支えとなったクワジに
「小さな虫でも生き方を見せてくれるんだね」
と感じたりしていました。こんなに親子で夢
中になって読んだ本は初めて。実体験を通じ
て太郎くんに
共感でき、心
にすっと入っ
てくる物語で
す。

ふ
る
さ
と

三
船　

ヴ
ァ
ン

ダ
ン
チ
ャ
イ
ン
演
奏
家

さ
ん
（
田
町
）

「クワガタクワジ物語」
中島みち著（偕成社文庫）

▲一冬を越えた「クワジ」と森安さん親子

ベ
ト
ナ
ム
の
伝
統
的
な
民
族
楽
器
で

あ
る
16
弦
琴
・
ダ
ン
チ
ャ
イ
ン
。
津

山
で
演
奏
活
動
を
続
け
る
三
船
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

す
て
き
な
衣
装
で
す
ね

　

こ
れ
は
「
ア
オ
ザ
イ
」
と
い
う
ベ

ト
ナ
ム
の
民
族
衣
装
で
、
ベ
ト
ナ
ム

の
女
性
は
普
段
着
て
い
ま
す
。
演
奏

す
る
時
は
必
ず
着
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

ダ
ン
チ
ャ
イ
ン
と
の
出
会
い
は
？

　

私
は
ベ
ト
ナ
ム
で
代
々
民
族
音
楽

を
継
承
す
る
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

９
歳
に
な
っ
た
時
、
父
か
ら
何
か
楽

器
を
始
め
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
い
ろ

い
ろ
な
民
族
楽
器
の
中
か
ら
、
音
色
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●市立図書館のホームページから、 
　オンラインレファレンス（調査・ 
　問い合わせ）ができます 
　http://tsuyamalib.tvt.ne.jp/ 応募方 法 

問 

締め切 り 

当選者

　
 

　　　　 
① 答え ② 記 事の感想や市政へのご意見 ③ 
正解者の中から抽選で５人に当た る Ⓐ ～ Ⓒ 
の記念品の中から１ つ を書いてください。 

　 
　 

　 

 
（鉛筆は不可） 

あて先は見本 
のとおりに書 
くだけでＯＫ 

●必ずはがきで応募●イラスト応募者は必ず学年（年 
齢）を記入●ペンネーム可●採用された人には記念品 
を贈呈します●希望者には作品を返却します 

としょかん 6月

洋 
（応募32人、正解22人） 

甲元睦美さん、井上ひとみさん、 
三浦満子さん、谷川太将さん、 
工藤和子さん 

６月10日（木）当日消印有効 
当選者は７月号で発表 

３月号の正解

市役所へのお便りは…
　

必
ず
氏
名
と
フ
リ
ガ
ナ
、
住
所
、
電
話
番
号 

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
応
募
い
た
だ
い
た
お
便 

り
は
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
せ
て 

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

ぶ
っ
く
ま
る

津山市子育て○○行動計画を基に 
総合的・計画的な子育て支援に取 
り組みます 
○に入る漢字２文字は？ 

24 - 2919 午前10時～午後７時 42 - 7032 午前10時～午後６時 

36 - 8622 午前10時～午後６時 

57 - 3444 午前10時～午後６時 

（敬称略） 

記念品　Ⓐ図書カード　Ⓑグラスハウス無料 
　入場券　Ⓒあば温泉無料入場券(２枚） 

高倉小学校10:15～10:45 ⇒ 市役所本庁舎12:00～12:40 ⇒ 向陽小学校13:00～13:30 ⇒ 小原会館14:10～14:50 
⇒ 院庄公民館15:30～16:30 10日㈭ 

９日㈬ 北小学校10:00～10:40 ⇒ 総社東第二遊園地11:10～11:50 ⇒ 高田小学校13:00～13:30 ⇒ 河辺小学校14:35～16:00 
８日㈫ 佐良山小学校10:00～10:40 ⇒ 津山口駅前11:00～11:40 ⇒ 一宮小学校12:40～13:30 ⇒ 林田小学校14:30～16:00 

14日㈪ 秀実小学校10:15～11:00 ⇒ 中正小学校12:50～13:20  
11日㈮ 成名小学校10:15～11:00 ⇒ 清泉小学校13:00～13:40 ⇒ 大崎小学校14:40～16:00  

16日㈬ 東小学校13:00～13:30  
15日㈫ 阿波小学校10:25～11:00 ⇒ 旧ＪＡ上加茂11:20～11:50 ⇒ 加茂小学校13:00～13:40 ⇒ めぐみ荘14:00～15:00 

18日㈮ 喬松小学校10:15～10:45 ⇒ 道の駅｢久米の里｣11:15～12:00 ⇒ 誠道小学校13:00～13:40 ⇒ 田邑公民館15:00～16:00 
17日㈭ 

鶴山小学校13:00～14:00 ⇒ 塩手荘15:00～15:30 23日㈬ 

勝加茂小学校10:15～11:00 ⇒ 新野小学校13:00～13:30 

７日㈪ ときわ園10:00～10:30 ⇒ 高野公民館11:00～11:40 ⇒ 広野小学校13:00～13:30 ⇒ 広戸小学校14:40～16:00 

市立図書館(アルネ・津山 4階） 

●小さな子どものえほんのじかん
とき　毎週水曜日10：30～11：00

●えほんのじかん
とき　毎週水曜日15：30～16：00

●木曜ビデオ館
とき　毎週木曜日14：30～
内容　3日＝「ノートルダムのせむし男」、10日＝「花おり
おり②初夏」、17日＝「美の巨人たち①」、24日＝「美
の巨人たち②」

●おはなし会
とき　17日㈭11：00～11：30
内容　「あいあいスマイル」による絵本の読み聞かせや
手遊びなど

●大きい子のおはなしの時間
とき　19日㈯15：00～15：30
内容　「おっはなし会」による少し長い話の絵本や物語
などの読み聞かせ

●日曜えほんのじかん
とき　27日㈰15：30～16：00

●歴史と文学おもしろ講座 受講生募集
とき・内容　①6月18日㈮＝「時代を生き抜いた女性
たち」②８月20日㈮＝「心で楽しむ詩歌」③９月26日㈰
＝「山から天に向かった信長」④10月22日㈮＝「夢を
見ながら歩いた芭蕉」

　各回13：30～15：00
　講師　石本彰さん（元岡山大学教育学部非常勤講師）
　定員　各回60人（先着順）　
　募集期間　５月20日㈭～31日㈪

休館日：29日㈫ 

加茂町図書館(加茂町塔中） 

●おはなし会
とき　27日㈰10：30～11：00
内容　絵本の読み聞かせと簡単な工作

勝北図書館(新野東） 

●えほんタイム
　とき　10日㈭11：00～11：30
●おはなしタイム
とき　20日㈰11：00～11：30

久米図書館(中北下） 

●いっしょにあそぼ！ 0123 てくてく ３周年記念
とき　16日㈬10：30～11：30
内容　おとぎ話の歌をうたおう！
講師　黒田佐和子さん（音楽教室講師）

●こくちゃんの紙芝居劇場
とき　26日㈯14：00～15：00

新しくはいった本
こどもの本
『劣等生の東大合格体験記』石黒達昌作（講談社）
『はじめまして人間たち』きむらゆういち作
　　　　　　　　　　　　　　　　　（角川学芸出版）
『てのひら』ふじたひおこ絵（PHP研究所）
おとなの本
『麗しき花実』乙川優三郎著（朝日新聞出版）
『ビジネス・ツイッター』シェル・イスラエル著
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （日経BP社）
『病気になった時に読むがん闘病記読書案内』
　　　　　　　　　　　　　パラメディカ編（三省堂）
郷土の本
『岡山県の文学碑めぐりⅡ』小出公大著（小出公大）
『つやま自然のふしぎ館』森本信一著（日本文教出版）

３館の休館日：７日㈪、14日㈪、21日㈪、28日㈪、29日㈫ 
※加茂町図書館のみ、特別館内整理期間のため22日㈫・ 
　23日㈬休館 

▲大竹　いっ太（小学２年・田町） 

▲堀内　孝子（東一宮） 

▲田中　結那（北町） 

▼ 
中
嶋　

由
紀
子
（
高
野
山
西
） 

▼ 
尾
野　

楓
珠
（
小
学
３
年
・
勝
部
） 

▼ 
三
道　

拓
巳
（
小
学
２
年
・
上
河
原
） 

※
お
わ
び
と
訂
正 

　

４
月
号
29
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
中
国
古
典
文
学
入
門
講
座
第
６
回
司
馬
遷
」 

　

は
５
月
16
日
㈰
の
開
催
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す 
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けんこう･そうだん こどもひろば6月

6月

６
月
の
相
談

●女性の悩みごと相談
　とき　毎週水曜日10：00～16：00
　ところ　津山男女共同参画センター「さん・さん」
　■問さん・さん 31-2533
●女性と子どもの法律相談
　とき　14日㈪・28日㈪13：30～16：40
　ところ　津山すこやか・こどもセンター
　■問こども課 32-2065
●女性と子どものなやみごと相談所
　とき　10日㈭・24日㈭10：00～15：00
　ところ　さん・さん
　■問さん・さん 31-2533　　
●鶴山塾特別教育相談
　とき　毎週火・木曜日13：30～16：30、
　　４日㈮13：30～15：30、 18日㈮14：00～16：00、 
　　25日㈮10：00～12：00
　ところ　教育相談センター「鶴山塾」
　■問鶴山塾 22-2523
●行政相談
　とき　16日㈬10：00～15：00
　ところ　加茂支所
　■問加茂支所市民生活課 32-7032
　とき　18日㈮10：00～15：00
　ところ　津山市総合福祉会館
　■問環境生活課 32-2057

●人権相談
　とき　１日㈫10：00～15：00
　ところ　久米支所
　■問久米支所市民生活課 32-7011
　とき　１日㈫10：00～15：00
　ところ　勝北老人憩いの家
　■問勝北支所市民生活課 32-7023
　とき　２日㈬10：00～15：00
　ところ　さん・さん
　■問人権啓発課 31-0088
●人権・行政合同相談
　とき　１日㈫10：00～15：00
　ところ　加茂支所
　■問加茂支所市民生活課 32-7032
　とき　９日㈬10：00～15：00
　ところ　阿波公民館
　■問阿波支所市民生活課 32-7042
●行政・民生合同相談
　とき　21日㈪10：00～15：00
　ところ　久米支所
　■問久米支所市民生活課 32-7011
●人権・行政・民生合同相談
　とき　17日㈭10：00～15：00
　ところ　勝北老人憩いの家
　■問勝北支所市民生活課 32-7023

LET’S

じ ど う か ん
中央児童館（山北）　午前10時～午後５時 
22-2099 

ぐりむ児童館（加茂町中原）　午前９時～午後５時 
42-3168 

ワイワイ児童館（横山）　午前10時～午後５時 
24-4400 

阿波児童館（阿波）　月・金曜日 午後１時～５時 
46-2076 水曜日 午前９時～午後５時 

「愛の献血」にご協力を

☆献血会場では、栄養士による食生活相談や体脂肪、 
　腹囲の測定も行います(10:00～11:30、13:00～15:00） 

25日㈮ 10:00～11:30 
　　　 12:30～15:30 

８日㈫、９日㈬、 
11日㈮ 
１日㈫、２日㈬、 
４日㈮ 
15日㈫、16日㈬、 
18日㈮ 

と　　こ　　ろ 

市役所１階市民ロビー 

と　　き 

13:00～14:00 

元気な子どもを育てるために
日 受付時間 健　　診 

ところ　津山すこやか・こどもセンター 
☆対象者には個別に通知します 

乳 児 健 診 

21日㈪  9:00～16:00 

骨密度測定
と　　こ　　ろ 

津山すこやか・こどもセンター 
と　　き 

23日㈬ 10:00～15:30 
対　象　市内に在住する20～80歳の人（予約要） 

阿波保健福祉センター 

離乳食教室

対　象　７～11カ月の乳児と保護者 
内　容　調理実習、試食、説明、個人相談 
定　員　10人程度（予約要） 
持ってくるもの　エプロン、三角きん、筆記用具、 
　　　　母子手帳、おんぶひも（あれば）など 

17日㈭ 10:00～12:00 
と　　こ　　ろ 

津山すこやか・こどもセンター 
と　　き 

母親歯科教室
～子どもをむし歯から守る学習会～ 

対　象　就学前の子どもを持つ保護者 
内　容　歯科医師による家庭で実践できるむし歯予 
　　　　防の話と歯科相談 
定　員　20人（予約要） 
問い合わせ先　津山歯科医療センター 22-4021 

20日㈰  9:30～10:30 
と　　こ　　ろ 

津山歯科医療センター（沼） 
と　　き 

１歳6カ月児健診 

３歳 児 健 診 

けん玉で遊ぼう　とき：５日㈯13：30～14：30　講師：
松本卓さん　持ってくるもの：けん玉（あれば）
お話タイム　とき：９日㈬、25日㈮13：00～13：30
　赤ちゃん広場　とき：10日㈭11：00～11：30　対象：１
歳未満の乳児と保護者　定員：10組（先着順）受
付：１日㈫10：00～　
親子で遊ぼう　とき：21日㈪10：30～11：30
　対象：乳幼児（０～２歳）と保護者

絵本タイム　とき：３日㈭、15日㈫13：15～13：45
２、３歳児の親子でジャンプ☆　とき：４日㈮10：30～
　11：30　対象：２、３歳児と保護者　
１歳児あつまれ♪　とき：11日㈮10：30～11：30　対
象：１歳児と保護者
赤ちゃんあそぼ！　とき：16日㈬、23日㈬10：30～11：30
　対象：１歳未満の乳児と保護者　定員：15組（先着
順)　受付：２日㈬10：00～
 おもちゃの病院　とき：19日㈯10：00～11：30　修理
代：無料  ※コンピューター類は不可。１人１個まで
映画会　とき：26日㈯14：00～15：00　内容：「ごんぎつ
ねのおくりもの」「ねずみくんのチョッキ②」

たんぽぽルーム　とき：９日㈬、23日㈬10：00～11：30
対象：乳幼児と保護者、妊婦　内容：９日＝歯の健
康、23日＝リトミック
父の日のプレゼント作り　とき：19日㈯13：00～15：00

工作あそび　とき：７日㈪、21日㈪15：00～16：00　内
容：７日＝時計を作ろう、21日＝飛び出せ ! かえる
ロケットを作ろう
ふれあい広場　とき：12日㈯10：30～11：30　内容：読
み聞かせやミニ工作　受付：５月31日㈪～６月７日㈪

※料金を掲載していないものは無料です 問い合わせ先　健康増進課 32-2069 

お
茶
の
心
に 

ふ
れ
よ
う

小
・
中
学
生
茶
道
教
室 

休館日　中央児童館・ワイワイ児童館　７日㈪、14日㈪、20日㈰、28日㈪
　　　　ぐりむ児童館　７日㈪、14日㈪、21日㈪、28日㈪

　※このほかにもさまざまな相談窓口が設けられています。詳しくは「津山市 暮らしの便利帳」をご覧ください 

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
お
茶

の
お
稽
古
に
励
む
子
ど
も
た
ち
。

お
辞
儀
の
仕
方
、
お
茶
や
お
菓
子

の
い
た
だ
き
方
な
ど
の
茶
道
の
基

本
か
ら
、
ふ
す
ま
の
開
け
閉
め
や

歩
き
方
な
ど
の
作
法
ま
で
、
先
生

の
細
や
か
な
目
が
行
き
届
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
普
段
の

生
活
で
は
な
か
な
か
経
験
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
貴
重
な
時
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　

小
・
中
学
生
茶
道
教
室
は
、
平

成
８
年
か
ら
青
少
年
健
全
育
成
事

業
の
一
環
と
し
て
開
講
さ
れ
、
平

成
17
年
度
か
ら
５
年
間
は
文
化
庁

委
託
事
業
「
伝
統
文
化
子
ど
も
教

室
」
の
採
択
を
受
け
ま
し
た
。
当

初
か
ら
指
導
を
続
け
て
い
る
濃
野

さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
に
日
本
の

伝
統
文
化
を
伝
え
る
こ
と
は
大
人

の
役
割
。
お
稽

古
を
通
し
て
、

日
本
の
文
化
や

あ
い
さ
つ
の
大

切
さ
、
思
い
や

り
の
気
持
ち
な

ど
、
茶
道
の
心

を
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
、
優
し
い
ま
な

ざ
し
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　

慣
れ
な
い
正
座
や
作
法
に
最
初

は
戸
惑
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、

稽
古
を
重
ね
、
人
前
で
お
点
前
を

披
露
す
る
経
験
を
積
む
と
、
大
人

が
思
っ
て
い
る
以
上
に
大
き
な
成

長
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。 

　

一
緒
に
お
茶
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。 

と
き　

毎
週
土
曜
日
①
午
前
10
時

〜
②
午
後
１
時
〜 

と
こ
ろ　

勝
北
公
民
館 

対
象　

小
・
中
学
生 

会
費　

月
１
５
０
０
円 

問
い
合
わ
せ
先　

勝
北
支
所
市
民

生
活
課

32‐

７
０
２
３ 

け
い  
こ 

て 

ま
え 

1� 2010.5 1�2010.5



イベント☆募集☆お知らせ

ば
じ
い
け

ん

納期限：５月31日㈪

●軽自動車税 全期

転入　
出生

人　 転出
人　 死亡

人
人

人口　
　男　
　女　　　
世帯　

4月１日現在

683   1,103
92 　118

108,139
51,522
56,617
43,775

人（前月比△446）
人（同△206）
人（同△240）　　
世帯（同△69）

５ 月　の　納　税

３月中のひとの動き

イベント☆募集☆お知らせば
じ

いけ ん

イベント☆募集☆お知らせ

ば
じ
い
け

ん

納期限：５月31日㈪

●軽自動車税 全期

転入　
出生

人　 転出
人　 死亡

人
人

人口　
　男　
　女　　　
世帯　

4月１日現在

683   1,103
92 　118

108,139
51,522
56,617
43,775

人（前月比△446）
人（同△206）
人（同△240）　　
世帯（同△69）

５ 月　の　納　税

３月中のひとの動き

21 2010.5 202010.5

廃
棄
物
減
量
等
推
進

審
議
会
市
民
委
員
の
募
集

ご
応
募
く
だ
さ
い

　

ご
み
の
減
量
や
処
理
手
数
料
な

ど
、
今
後
の
清
掃
行
政
の
取
り
組

み
を
進
め
る
た
め
に
、
市
民
の
立

場
で
意
見
を
発
言
・
論
議
し
て
い

た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
す
る
人

募
集
人
員　

２
人

任
期　

２
年

報
酬　

日
額
７
１
０
０
円

応
募
方
法　

①
住
所
②
氏
名
③
生

年
月
日
④
職
業
⑤
電
話
番
号
⑥

応
募
の
動
機
や
ご
み
問
題
に
つ

い
て
の
意
見（
８
０
０
字
程
度
）

を
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
応
募

（
様
式
は
任
意
）

締
め
切
り　

６
月
18
日
㈮
必
着

問
い
合
わ
せ
先　

〒
７
０
８
‐
０

　

８
６
３
津
山
市
小
桁
４
０
１
‐

１
５
環
境
事
業
所
薊
22
‐
８
２

高
齢
者
保
健
福
祉
運
営

協
議
会
・
介
護
保
険
運

営
協
議
会
委
員
の
募
集

ご
応
募
く
だ
さ
い

　

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
審
議

や
介
護
保
険
を
適
正
・
円
滑
に
運

営
す
る
た
め
の
協
議
な
ど
を
行
う

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
す
る
40

歳
以
上
の
人
（
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
従
事
者
を
除
く
）

募
集
人
員　

２
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
選
考
）

任
期　

６
月
１
日
～
平
成
24
年
５

月
31
日
（
協
議
会
は
年
２
～
５

回
程
度
開
催
）

報
酬　

日
額
７
１
０
０
円

応
募
方
法　

①
住
所
②
氏
名
③
生

　

年
月
日
④
職
業
⑤
電
話
番
号
と

　
「
介
護
保
険
制
度
」
に
つ
い
て

　

の
意
見
（
８
０
０
字
程
度
）
を

　

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
提
出

（
様
式
は
任
意
）

締
め
切
り　

５
月
25
日
㈫
必
着

問
い
合
わ
せ
先　

〒
７
０
８
‐
８

　

５
０
１
津
山
市
山
北
５
２
０
高

齢
介
護
課
（
市
役
所
１
階
９
番

窓
口
）
薊
32
‐
２
０
７
０

津
山
郷
土
博
物
館
古
文
書
講
座

ご
参
加
く
だ
さ
い

　

近
世
の
古
文
書
を
講
読
し
な
が

ら
、
江
戸
時
代
の
社
会
に
つ
い
て

学
習
し
ま
す
。

と
き　

５
～
３
月
の
毎
月
第
３
木

曜
日
（
８
・
12
月
は
除
く
）
①

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
②

午
後
２
時
～
４
時
（
①
②
と
も

内
容
は
同
じ
）

と
こ
ろ　

津
山
郷
土
博
物
館

講
師　

津
山
郷
土
博
物
館
学
芸
員

参
加
費　

千
円
（
資
料
代
）

定
員　

80
人

申
込
方
法　

津
山
郷
土
博
物
館
に

来
館
し
、
直
接
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　

津
山
郷
土
博
物

館
（
山
下
）
薊
22
‐
４
５
６
７

地
域
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

公
募
提
案
型
協
働
事
業

公
開
プ
レ
ゼ
ン
開
催
！

　

市
で
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
の
解
決
方
法
の
提
案
を
公

募
し
、
提
案
団
体
と
市
が
協
力
し

て
課
題
解
決
を
行
う
「
公
募
提
案

型
協
働
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、

今
年
度
も
多
く
の
提
案
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
提
案
事
業
の
公

開
プ
レ
ゼ
ン
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

地
域
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
人
な

ど
、
多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と
き　

５
月
22
日
㈯
午
前
９
時
～

と
こ
ろ　

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

内
容　

子
育
て
支
援
事
業
な
ど
、

提
案
事
業
内
容
の
発
表

問
い
合
わ
せ
先　

協
働
推
進
課

　

薊
32
‐
２
０
３
２

　

５
５

豪
雨
時
の
た
め
池
管
理

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

梅
雨
と
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
が
や

っ
て
き
ま
す
。
た
め
池
は
用
水
の

確
保
だ
け
で
な
く
、
雨
水
の
一
時

貯
水
な
ど
下
流
域
の
安
全
の
た
め

に
大
変
重
要
な
施
設
で
す
。
堤
体

の
伐
木
や
草
刈
り
、
定
期
的
な
巡

回
な
ど
、
よ
り
一
層
の
維
持
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。
特
に
豪
雨
が

予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
決
壊
な
ど

を
防
ぐ
た
め
、
事
前
に
水
位
を
下

げ
て
く
だ
さ
い
。
日
頃
か
ら
気
象

予
報
に
注
意
し
、

防
災
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
村
整
備
課

　

薊
32
‐
２
０
７
７
、
ま
た
は
各

支
所
産
業
課
（
阿
波
支
所
は
除

く
）

　

‐
２
０
７
３
、
ま
た
は
各
支
所

市
民
生
活
課

消
費
生
活
講
座
講
師
派
遣

学
ん
で
防
ご
う 

消
費
者
被
害

　

悪
徳
商
法
、
振
り
込
め
詐
欺
、

多
重
債
務
な
ど
消
費
者
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
町
内
会
や

老
人
会
な
ど
の
集
ま
り
で
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
消
費
者
被
害
は
手

口
が
巧
妙
に
な
り
、
複
雑
に
な
っ

て
い
ま
す
。
市
か
ら
無
料
で
講
師

を
派
遣
し
ま
す
。

派
遣
可
能
日
時　

平
日
午
前
９
時

～
午
後
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
相
談
室

　

薊
32
‐
２
０
５
７

住
宅
相
談

住
ま
い
づ
く
り
の
参
考
に

と
き　

５
月
27
日
㈭
午
前
９
時
～

午
後
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ

ー
相
談
内
容　

新
築
・
増
築
・
リ
フ

ォ
ー
ム
・
建
築
基
準
法
に
関
す

る
こ
と
な
ど
（
相
談
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　

建
築
住
宅
課

　

薊
32
‐
２
０
９
９

気
象
警
報
・
注
意
報

市
町
村
ご
と
に
発
表
し
ま
す

　

気
象
庁
で
は
、
５
月
27
日
（
予

定
）
か
ら
す
べ
て
の
気
象
警
報
・

注
意
報
を
市
町
村
ご
と
に
発
表
し

ま
す
。
た
だ
し
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る
と
き
は
、

表
示
文
字
数
や
読
み
上
げ
時
間
が

限
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
地
域
名
で
放
送
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://

　

w
w

w
.jm

a.go.jp/

国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供
セ
ン

タ
ー
携
帯
電
話
サ
イ
ト　

http://
w

w
w

.m
lit.go.jp/saigai/

bosaijoho/i-index.htm
l

問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
地
方
気
象

　

台
薊
０
８
６
‐
２
２
３
‐
１
３

　

３
４

第
24
回
津
山
さ
つ
き
ま
つ
り

市
花
の
祭
典

と
き　

５
月
28
日
㈮
正
午
～
午
後

４
時
、
29

日
㈯
・
30

日
㈰
午
前

９
時
～
午

後
４
時

と
こ
ろ　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
サ
ン

ヒ
ル
ズ
前
駐
車
場

内
容　

愛
好
家
が
育
て
た
サ
ツ
キ

や
山
野
草
盆
栽
約
80
鉢
の
展
示

会
と
庭
木
・
山
野
草
苗
の
即
売

会
。
地
域
特
産
品
の
実
演
販
売

も
実
施

問
い
合
わ
せ
先　

観
光
振
興
課

　

薊
32
‐
２
０
８
２

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
給
付
資
格
更
新

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
給

付
を
受
け
て
い
る
人
が
、
７
月
か

ら
も
引
き
続
き
給
付
を
受
け
る
た

め
に
は
、
資
格
の
更
新
手
続
き
が

必
要
で
す
。

期
間　

６
月
１
日
㈫
～
11
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課
（
津

山
す
こ
や
か
・
こ
ど
も
セ
ン
タ

ー
）
薊
32
‐
２
０
６
５
、
ま
た

は
各
支
所
市
民
生
活
課

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
を
簡
易
書
留
郵
便
で

確
実
に
お
手
元
に

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
証
が
８
月
か
ら
新
し
く
な
り

ま
す
。
７
月
下
旬
に
郵
送
す
る
に

あ
た
り
、
希
望
者
に
は
簡
易
書
留

郵
便
で
送
り
ま
す
。

受
付
期
間　

６
月
１
日
㈫
～
30
日

㈬
申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
む

※
個
人
ご
と
に
受
け
付
け
し
、
住

所
・
氏
名
な
ど
を
確
認
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

（
市
役
所
１
階
７
番
窓
口
）薊
32

 企画展開催中！

　美作地域には、江戸や上方
の有名な医学塾で学び、帰郷
して地域医療の発展に尽くし
た医師が数多くいます。残さ
れた資料を基に、医師たちの
暮らしぶりを紹介します。
とき　10月３日㈰まで
※月曜日・祝日の翌日は休館
開館時間　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
入館料

※（　）内は30人以上の団体
 問い合わせ先
 　津山洋学資料館（西新町）薊23−3324

	 一	般	 高校生・大学生	 小学生・中学生
	 300円	 200円	 100円
	 （240円）	 （160円）	 （ 80円）

▲産科教授用の人形と
　医療道具

―蘭方を学んだ医師たちのくらし――蘭方を学んだ医師たちのくらし―
地域に生きて地域に生きて地域に生きて
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いけ ん

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
相
談
セ
ン

タ
ー
「
鶴
山
塾
」
薊
22
‐
２
５

　

２
３

第
38
回
河
川
一
斉
清
掃

ご
参
加
く
だ
さ
い

　

地
域
環
境
の
美
化
運
動
の
推
進

の
た
め
、
河
川
一
斉
清
掃
を
行
い

ま
す
。

と
き　

６
月
６
日
㈰
午
前
７
時
～

９
時

と
こ
ろ　

吉
井
川
（
新
境
橋
～
新

大
橋
）、
宮
川

　
（
北
園
町
・
中

　

国
道
ボ
ッ
ク
ス

　

～
新
大
橋
）、

　

藺い

田
川
（
奥
田

　

中
・
中
国
道
ボ

　

ッ
ク
ス
～
新
橋
）

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
生
活
課

　

薊
32
‐
２
０
５
５

心
身
障
害
者
医
療
費

給
付
資
格
更
新

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
給
付

を
受
け
て
い
る
人
が
、
７
月
か
ら

も
引
き
続
き
給
付
を
受
け
る
た
め

に
は
、
資
格
の
更
新
手
続
き
が
必

要
で
す
。

期
間　

６
月
１
日
㈫
～
11
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
８
番
窓
口
）薊
32

　

‐
２
０
６
７
、
蕭
32
‐
２
１
５

　

３健
康
診
査
・
が
ん
検
診
な
ど

受
診
し
て
く
だ
さ
い

　

６
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
１
月

31
日
ま
で
、
健
康
診
査
・
が
ん
検

診
な
ど
の
健
（
検
）
診
を
実
施
し

ま
す
。

※
対
象
・
要
件
な
ど
の
詳
細
は
、

本
紙
（
広
報
つ
や
ま
５
月
号
）

の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い

《
集
団
健
（
検
）
診
》

　

集
団
健
（
検
）
診
を
加
茂
・
阿

波
・
勝
北
・
久
米
地
域
で
９
・
10

月
に
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

を
加
茂
・
勝
北
・
久
米
地
域
で
７
・

８
月
に
行
う
予
定
で
す
。

※
詳
し
い
日
程
は
地
域
ご
と
に
回

覧
す
る
予
定
で
す

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
増
進
課

　

薊
32
‐
２
０
６
９

下
水
道
排
水
設
備

指
定
工
事
店
登
録

受
け
付
け
ま
す

要
件　

①
県
内
に
営
業
所
が
あ
る

こ
と
②
専
属
の
責
任
技
術
者
が

い
る
こ
と
③
工
事
に
必
要
な
設

備
・
機
材
が
あ
る
こ
と
④
市
税

な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

申
請
方
法　

下
水
道
課
に
備
え
付

け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出

受
付
期
間　

６
月
１
日
㈫
～
30
日

㈬
問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
課
（
市

役
所
６
階
）
薊
32
‐
２
１
０
０

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

難
病
の
治
療
を
受
け
て
い
る
人

の
う
ち
、
現
在
持
っ
て
い
る
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
の
有
効
期
限

が
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る

人
が
、
10
月
１
日
以
降
も
引
き
続

き
治
療
を
受
け
る
場
合
、
保
健
所

で
更
新
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

更
新
手
続
き
を
し
な
い
と
、
10

月
１
日
か
ら
特
定
疾
患
医
療
費
の

公
費
負
担
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

手
続
期
間　

６
月
１
日
㈫
～
７
月

30
日
㈮
（
例
年
よ
り
１
カ
月
早

い
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

※
国
民
健
康
保
険
組
合
に
加
入
し

て
い
る
人
は
、
７
月
12
日
ま
で

に
書
類
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

美
作
保
健
所

（
椿
高
下
）
薊
23
‐
０
１
６
３
、

　

ま
た
は
県
医
薬
安
全
課
薊
０
８

　

６
‐
２
２
６
‐
７
３
４
２

鶴
山
塾
休
日
相
談

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

悩
み
が
あ
る
子
ど

も
や
保
護
者
を
対
象

に
、
面
談
や
電
話
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

６
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
午

後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

鶴
山
塾
（
山
下
）

２
０
１
７

継
続
検
査
用
軽
自
動
車
税

納
税
証
明
書
の
発
行

口
座
引
き
落
と
し
利
用
者
へ

　

軽
自
動
車
税
を
口
座
引
き
落
と

し
に
し
て
い
る
人
に
は
６
月
中
旬

に
継
続
検
査
用
の
納
税
証
明
書
を

送
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
証
明
書

が
必
要
な
場
合
は
直
接
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の　

引
き
落
と
し

内
容
が
記
帳
さ
れ
た
指
定
口
座

の
通
帳
、
申
請
者
の
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先　

納
税
課
（
市

役
所
２
階
２
番
窓
口
）
薊
32
‐

２
０
１
２
、
ま
た
は
各
支
所
市

民
生
活
課

ホ
タ
ル
生
息
数
調
査

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

水
の
き
れ
い
な
と
こ
ろ
に
し
か

生
息
し
な
い
ホ
タ
ル
を
調
査
す
る

こ
と
で
、
環
境
の
変
化
に
注
目
し
、

良
好
な
環
境
を
育
ん
で
い
く
た
め

の
指
標
に
し
て
い
ま
す
。
ホ
タ
ル

に
つ
い
て
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

調
査
期
間　

６
月
30
日
㈬
ま
で

報
告
事
項　

確
認
し
た
日
時
・
場

所
・
種
類
・
数
な
ど

締
め
切
り　

７
月
16
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

エ
コ
ネ
ッ
ト
ワ

水
道
週
間
イ
ベ
ン
ト

水
道
に 

寄
せ
る
信
頼 

飲
む
安
心

　

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は

「
水
道
週
間
」。
将
来
に
わ
た
っ
て

安
全
な
水
を
安
定
的
に
利
用
す
る

た
め
、
水
道
水
に
つ
い
て
関
心
を

深
め
ま
し
ょ
う
。

と
き　

６
月
６
日
㈰
午
前
10
時
～

と
こ
ろ　

イ
オ
ン
津
山
専
門
店
街

内
容　

水
道
に
関
す
る
相
談
、
ア

ン
ケ
ー
ト
ほ
か

問
い
合
わ
せ
先　

水
道
局
工
務
課

薊
32
‐
２
１
０
７

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
入
門
講
座

あ
っ
晴
れ
！ 

お
か
や
ま
国
文
祭

　

緑
広
が
る
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
で

写
真
を
撮
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

６
月
12
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時

と
こ
ろ　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内
容　

専
門
家
の
指
導
に
よ
る
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
初
心
者
向
け

講
座
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
持

っ
て
い
る
人
は
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
持
っ
て
い
な
い
人
に
は
用

意
し
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
時

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

中
学
生
以
上

定
員　

30
人

参
加
費　

実
費
（
弁
当
代
な
ど
）

申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
申
し
込
む

締
め
切
り　

６
月
８
日
㈫
（
先
着

順
）

問
い
合
わ
せ
先　

国
民
文
化
祭
推

　

進
室
（
文
化
振
興
課
内
〈
市
役

　

所
４
階
〉）
薊
32
‐
２
１
２
１
、

蕭
32
‐
２
１
５
４

「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
」

写
真
作
品
募
集

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い

　

秋
に
開
催
予
定
の
「
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
作
品
展
」
に
向
け

て
、
日
差
し
を
遮
り
、
暑
さ
を
和

ら
げ
て
く
れ
る
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
（
ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ
ガ
オ
な
ど
の

つ
る
性
植
物
を
利
用
し
た
天
然
の

す
だ
れ
）
作
り
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
人
、
市
内
の
学
校
・

事
業
所

応
募
作
品　

今
夏
挑
戦
す
る
グ
リ

ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
完
成
写
真

※
応
募
方
法
や
締
め
切
り
な
ど
、

詳
し
く
は
広
報
つ
や
ま
８
月
号

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
生
活
課

　

薊
32
‐
２
０
５
１

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

送
付
し
ま
す

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
５
月
中
旬
に
納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で

に
市
指
定
金
融
機
関
に
必
ず
納
め

て
く
だ
さ
い
。

納
期
限　

５
月
31
日
㈪

※
口
座
引
き
落
と
し
利
用
者
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
か
ら
納
税
通

知
書
の
様
式
が
変
更
と
な
っ
て

い
ま
す

身
体
・
精
神
に
障
害
の
あ
る
人
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て

　

障
害
の
等
級
な
ど
に
よ
り
軽
自

動
車
税
が
減
免
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
減
免
を
受
け
る
た
め
に

は
５
月
24
日
㈪
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

課
税
課
（
市

役
所
２
階
３
番
窓
口
）
薊
32
‐

　

ー
ク
津
山
薊
22
‐
７
６
５
６
、

　

環
境
生
活
課
薊
32
‐
２
０
５
１

赤
十
字
社
員

募
集
し
ま
す

　

赤
十
字
活
動
は
多
く
の
社
員
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
国
際
活
動
や

災
害
救
援
、
保
健
福
祉
事
業
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

社
費
（
年
額
）
５
０
０
円
以
上

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
福
祉
課

　

薊
32
‐
２
０
６
３

※放送日時は変更になる場合があります

６月７日㈪～13日㈰  偶数時台の各15分から
｢あっ晴れ！おかやま国文祭in津山」

2� 2010.5 222010.5

【身体障害者巡回更生相談】

ところ　神南備園（大谷）
相談時間　午前11時～午後0時30分
 （予約要）
持ってくるもの　印鑑、身体障害
者手帳、障害年金などの受給者
は通帳の写し
……………………………………
問い合わせ先　障害福祉課薊32－2
　067、障害者福祉センター「神
南備園」薊24－9402

 と　き 対　象
５月20日貅　肢体不自由者・聴覚障害者
６月17日貅　肢体不自由者
７月15日貅　肢体不自由者
９月16日貅　肢体不自由者・聴覚障害者
11月18日貅　肢体不自由者
１月20日貅　肢体不自由者・聴覚障害者
３月17日貅　肢体不自由者

市立図書館からのお知らせ

ところ　市立図書館　　問い合わせ先　市立図書館薊24−2919

健康セミナー「心の健康づくり」
とき　５月28日㈮午後２時～
３時
内容　メンタルヘルス
　の話
講師　健康増進課職員
定員　30人（先着順）

第１回子育て支援講座
とき　５月30日㈰午後２時～３
時30分
内容　子育てトーク～絵本とお
もちゃとmy育児～

講師　安東篤志さん（ゆめさく
おじさん）
定員　30人（先着順）

作州津山宮川朝市
とき　６月13日㈰午前７時～10時
ところ　宮川河川敷
問い合わせ先　農業振興課薊32-2079

加茂の朝市
とき　６月20日㈰午前８時～
ところ　加茂町インフォメーションセンター
問い合わせ先　加茂町観光協会薊42-4
　402
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す
る
、
と
い
っ
た
方
法
が
あ
り
ま

す
。
①
②
の
場
合
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア

ン
テ
ナ
が
新
た
に
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
共
同
ア
ン
テ
ナ
施
設
で

テ
レ
ビ
を
視
聴
し
て
い
る
人
は
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
の
施
設
改
修

が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
ビ
ル
陰

な
ど
を
原
因
と
す
る
受
信
障
害
対

策
共
聴
施
設
で
テ
レ
ビ
を
視
聴
し

て
い
る
人
は
、
受
信
障
害
が
解
消

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
場
合

は
自
宅
に
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を
設

置
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

早
め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
省
地
デ
ジ

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
薊
０
５
７
０

‐
０
７
‐
０
１
０
１

道
路
上
の
枝
木
・
倒
木

確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

道
路
上
に
は
み
出
し
て
い
る
木

の
枝
や
倒
木
は
、
視
界
を
妨
げ
、

標
識
を
見
え
に
く
く
し
た
り
、
歩

行
者
を
危
険
に
さ
ら
し
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
（
こ
れ
が
原
因

で
起
こ
っ
た
事
故
な
ど
は
所
有
者

に
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）。

　

安
全
な
通
行
の
た
め
、
樹
木
の

所
有
者
は
枝
払
い
や
伐
採
を
す
る

な
ど
、
早
め
の
処
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
薊
32
‐

２
０
８
９

中
国
財
務
局

多
重
債
務
相
談
窓
口

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

多
重
債
務
な
ど
で
悩
ん
で
い
る

人
か
ら
の
相
談
を
無
料
で
受
け
、

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
・
司
法
書

士
な
ど
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。
地
元

で
は
身
近
す
ぎ
て
相
談
し
に
く
い

と
悩
ん
で
い
る
人
な
ど
、
ま
ず
は

電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）
午
前
９
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
５
時

問
い
合
わ
せ
先　

中
国
財
務
局
多

　

重
債
務
相
談
員
薊
０
８
２
‐
２

　

２
１
‐
９
２
０
６

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

準
備
は
お
早
め
に
！

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
平
成
23
年

６
月
末
に
通
常
放
送
が
終
了
し
、

放
送
終
了
の
お
知
ら
せ
画
面
の
表

示
を
経
て
、
７
月
24
日
正
午
に
す

べ
て
の
放
送
が
終
了
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
た

め
の
準
備
を
完
了
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す

る
に
は
①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
の
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る
②
地

上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い

足
す
③
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴

対
象　

小
学
３
年
～
高
校
３
年
生

参
加
費　

19
～
52
万
円
（
諸
経
費

と
し
て
別
途
３
万
円
要
）

※
５
月
22
日
㈯
に
岡
山
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
（
岡
山
市
）
で
説
明

会
を
開
催
（
予
約
不
要
・
入
場

無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　

国
際
青
少
年
研

修
協
会
薊
０
３
‐
６
４
５
９
‐

４
６
６
１

人
権
擁
護
委
員
の
日

守
ら
れ
て
い
ま
す
か
？ 

人
権

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の

日
で
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
皆

さ
ん
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ

う
見
守
り
、
も
し
問
題
が
あ
っ
た

場
合
に
は
相
談
相
手
と
な
っ
て
適

切
に
対
応
し
て
く
れ
る
身
近
な
存

在
で
す
。
家
庭
内
の
も
め
ご
と
や

近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
身
近

な
こ
と
で
も
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
相

談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

常
設
相
談
所　

岡
山
地
方
法
務
局

津
山
支
局
（
椿
高
下
）
薊
22
‐

９
１
５
７

女
性
と
こ
ど
も
の
な
や
み
ご
と
相

談
所　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
３
時
、
津
山

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
さ

　

ん
・
さ
ん
」（
ア
ル
ネ
・
津
山

５
階
）
薊
31
‐
２
５
３
３

美
作
学
講
座

～
中
世
山
城
の
世
界
～

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　

鎌
倉
・
室
町
時
代
の
領
主
の
館

な
ど
、
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

と
き　

６
月
19
日
㈯
午
後
１
時
～

３
時
30
分

と
こ
ろ　

美
作
大
学
（
北
園
町
）

演
題　

中
世
美
作
の
領
主
拠
点
と

村
落
社
会

講
師　

前
原
茂
雄
さ
ん
（
九
州
大

学
学
術
研
究
員
）

定
員　

１
２
０
人
程
度（
先
着
順
・

申
し
込
み
不
要
）

受
講
料　

無
料
（
資
料
代
は
別
途

要
）

問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

　

薊
32
‐
２
１
１
８

つ
や
ま
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
競
技
説
明
会

参
加
チ
ー
ム
募
集
！

　

11
月
14
日
に
開
催
さ
れ
る
「
つ

や
ま
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
、

バ
ス
ッ
ケ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
ロ
ボ

ッ
ト
を
作
っ
て
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
興
味
の
あ
る
人
や
物
作
り

が
好
き
な
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

６
月
19
日
㈯
小
中
学
生
の

部
＝
午
前
10
時
～
11
時
、
高
校

　

・
一
般
の
部
＝
午
後
１
時
～
３

時
と
こ
ろ　

津
山
工
業
高
等
専
門
学

校
（
沼
）

問
い
合
わ
せ
先　

ザ
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
実
行
委
員
会
事
務
局
（
産
業

支
援
課
内
）
薊
32
‐
２
０
８
０

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す

　

４
月
号
に
掲
載
し
た
「
ふ
れ
あ

い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
」
の
記

事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

と
き　

５
月
22
日
㈯
午
前
９
時
～

午
後
１
時

と
こ
ろ　

ア
ル
ネ
・
津
山
東
広
場

集
合

※
申
し
込
み
要

問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

　

薊
24
‐
０
２
０
２

夏
休
み
海
外
派
遣
事
業

参
加
者
募
集
！

と
き　

７
月
23
日
～
８
月
15
日

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
学
校
体
験
な
ど

派
遣
先　

ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス

　

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ

な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
啓
発
課

　

薊
31
‐
０
０
８
８

毎週金曜日、市役所本庁舎では時間を延長して午後７時まで戸籍・住民票・
印鑑証明書の交付、印鑑登録、パスポートの交付、納税関係の証明書の交付、
納税相談、介護申請を行っています

　

 グラスハウス ………………… 薊27-7140
●ノルディックウォーク
　普通のウォーキングより足やひざへの負担
を軽減しながら、より効果的な全身運動を行
うことができます。
とき　６月12日㈯午前10時～正午（雨天決

行）
ところ　グラスハウスエントランス集合
定員　20人（予約要・先着順）
参加費　無料
持ってくるもの　タオル、運動のできる服装、

水分補給用のドリンク
●エアロマラソン
　リージョンセンターで２
時間耐久エアロビクスにチ
ャレンジ！ 終了後はお楽し
み抽選会もあります。
とき　６月27日㈰午前10時

～午後１時
ところ　リージョンセンター
定員　80人（予約要・先着順）
参加費　500円
　※定員に達していない場合、当日参加も可

（ただし、参加費は600円）
締め切り　６月24日㈭
持ってくるもの　タオル、運動のできる服装、

水分補給用ドリンク

 リージョンセンター ………… 薊27-7150
●《グリーンヒルズ津山友の会》
　サツマイモのつる植え付け作業
　市民ボランティア「グリーンヒルズ津山友
の会」がサツマイモのつる植え付け作業を行
います。どなたでも自由に参加できますので、
奮ってご参加ください。
　今回植えたイモは秋に収穫し、イモ畑でふ
かして味わう予定です。
とき　５月22日㈯午前８時30分～10時30分
 （雨天順延）
ところ　リージョンセンター西側サツマイモ畑
●第１回さわやか盆栽教室
とき　６月20日㈰午前10時～正午
ところ　リージョンセンター
内容　山野草の作り方・増やし方、津山桧

ひのき

・
各種盆栽の手入れと剪

せ ん て い

定作業
対象　初心者
定員　20人（予約要・先着順）
受講料　500円程度（材料費として）
持ってくるもの　軍手、はさみ、ピンセット
締め切り　６月17日㈭

グリーンヒルズ津山グリーンヒルズ津山グリーンヒルズ津山グリーンヒルズ津山

人権擁護委員（50音順・敬称略）
人権擁護委員は法務大臣が委嘱しています
井川　敏夫（高尾）	 内田奈美子（新野山形）
内田　康雄（井口）	 岡本　輝昭（吹屋町）
小倉美代子（加茂町小中原）	 久山　眞子（二宮）
重松　丈雄（南方中）	 豊福　惠美（西吉田）
楢本　真弓（南方中）	 南都　芳明（阿波）
真木　健一（加茂町中原）	 安井　勝也（安井）
保田　佳子（野村）	 山田　拓男（山北）
米井　順子（下高倉東）

映
画
上映時間　①午前10時30

分～②午後２時～
ところ　津山文化センター
料金　一般＝1,400円、学生

（高校・大学）＝1,000円
（割引券あり）

※中学生以下の入場はお断りします
問い合わせ先　津山文化振興財団薊24-0201

25 2010.5 2�2010.5

上映時間　①午前10時30分～
　②午後１時30分～
　③午後４時30分～
料金　一般＝1,400円、学生（高校・大学）＝

1,200円、小人（３歳～中学）＝1,000円、３歳
未満＝無料（割引券あり）

問い合わせ先　ベルフォーレ津山薊31-2525

6/26
㈯

６月のベルフォーレシアター

天空の難
ロストシップ

破船

　

◆募集作品　２句１組で１人３組まで（自作・未発表作品）
　※小・中・高生は１人１句
◆応募料　１組当たり1,000円
　※海外投稿者、身体障害者手帳の写しを添付した人、

小・中・高生は無料
◆応募部門　「一般の部」「小・中・高生の部」
◆応募方法　国民文化祭推進室や市内図書館・公民館

などに備え付けの所定の応募用紙に必要事項を記
入のうえ、郵送または持参して応募

◆締め切り　６月30日㈬
◆賞　文部科学大臣賞・国民文化祭実行委員会会長賞・

岡山県知事賞　ほか
問い合わせ先　〒708−8501津山市山北520第25回国民

文化祭津山市実行委員会事務局（国民文化祭推進室〈市
　役所４階〉）薊32−7001、蕭32−7002

文芸祭『俳句大会』文芸祭『俳句大会』文芸祭『俳句大会』
俳句作品募集のお知らせ俳句作品募集のお知らせ

跣跣



問
い
合
わ
せ
先　

国
民
文
化
祭
推
進
室
薊
32
‐
７
０
０
１

Vol.5　美術展（写真）
　

今
秋
、
岡
山
県
で
開
催
さ
れ
る

国
民
文
化
祭
ま
で
あ
と
２
０
０
日

を
切
り
ま
し
た
。
今
回
は
津
山
市

で
開
催
さ
れ
る
６
つ
の
事
業
の
う

ち
、
美
術
展
（
写
真
）
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

国
文
祭
の
美
術
展
（
写
真
）

　

全
国
か
ら
写
真
作
品
を
募
集
し
、

入
選
作
品
の
展
示
と
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
す
。
賞
は
文
部
科
学
大
臣

賞
ほ
か
10
賞
あ
り
、
応
募
に
関
し

て
年
齢
制
限
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

美
術
展
（
写
真
）
に
向
け
て
、

国
文
祭
実
行
委
員
会
は
小
学
生
を

対
象
に
し
た
「
キ
ッ
ズ
フ
ォ
ト
ス

ク
ー
ル
」
を
３
月
に
開
催
し
、
子

ど
も
た
ち
に
写
真
の
面
白
さ
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
そ
の
作
品
を
ア

ル
ネ
・
津
山
の
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
に
展
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
続
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

第
２
弾
と
し
て
、
６
月
12
日
貍
に

は
中
学
生
以
上
を
対
象
に
し
た

「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
入
門
講
座
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
（
23
ペ
ー
ジ

に
関
連
記
事
あ
り
）。

　

国
文
祭
の
美
術
展
（
写
真
）
を

通
し
て
、
写
真
を
も
っ
と
身
近
に
、

そ
し
て
写
真
の
魅
力
を
感
じ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

や  

は
ず

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
事
業
所
薊
22
‐
８
２
５
５

　

レ
ジ
袋
削
減
を
通
じ
て
、
ご
み
の
減
量
や
環
境
に
優
し
い

エ
コ
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
普
及
を
目
指
し
、
岡
山
県
で
は

６
月
か
ら
毎
月
10
日
を
「
岡
山
県
統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」

と
定
め
、
県
下
一
斉
に
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
の
声
掛
け
な
ど
の

啓
発
活
動
を
集
中
的
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
の
ポ
イ
ン
ト
制
度

「
つ
や
ま
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
レ
ジ
袋
削

減
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
さ
ら
に
、
県
と
県
内

市
町
村
が
こ
の
取
り
組
み
に
協
賛
す
る
事
業
者
と
協
力
し
て
、

消
費
者
に
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
を
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
協
賛
す
る
事
業
者
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
循
環
型
社
会
推
進
課
）
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
▶
こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
や
の
ぼ
り
旗
の
あ
る
お
店
が

　
　
　
　
　
　
　

参
加
店
の
目
印

　

レ
ジ
袋
は
１
年
間
に
１
人
当
た
り
３
０
０
枚
も
使
用
さ
れ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
標
準
的
な
レ
ジ
袋
を
１
枚
断

る
こ
と
で
62
グ
ラ
ム
の
二
酸
化
炭
素
の
削
減
が
可
能
で
あ
り
、

こ
れ
は
車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
５
分
短
く
し
た
と
き
の
排
出

量
の
削
減
に
相
当
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

買
い
物
に
行
く
と
き

は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参

し
て
、
レ
ジ
袋
の
削
減

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

岡
山
県
統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
が
始
ま
り
ま
す

問い合わせ先　健康増進課薊３２-２０69

　新年度が始まり、新しい環境や新しく出会った人たちとの人間関係などで緊張した
り、気疲れしたり…。慣れない環境で頑張り過ぎて心も体も限界を感じてはいませんか？
　 もし、疲れたなと感じていたら、ちょっと一息ついてみましょう。

　　≪心が疲れたときの対応法≫
　　　①まずは自分を褒めてあげましょう
　　　　新しい環境や人間関係にしっかりと向き合った結果で

す。頑張った自分を褒めてあげましょう
　　　②焦らない・考え過ぎない・悲観しない
　　　　自分なりのペースで新しい環境に慣れていきましょう
　　　③自分を見つめ直すきっかけにしましょう
　　　　「やる気が出ない」のはなぜか、「自分の抱えているスト

レス」は何だろうなど、自分に目を向けてみましょう

　健康つやま21では、重点戦略６カ条の中で「こころもからだもリフレッシュ、上手にストレス解
消を」というスローガンを掲げています。新しい生活を自分らしく過ごしていくために、自分自身
のことや将来のことなどをもう一度ゆっくり考え直す機会にしてみましょう。

　　環境の変化に適応するために
健康つやま21

　「みんなと仲良くしましょう」「みんなやっているでしょ」
　大人が子どもたちによく使う言葉です。ところが、思春期に差し掛か
ると『そんなの無理』『なんか変』と思うようになってきます。一人の
ほうが好きな子にとっては“酷”な言葉になるし、友だちといるほうが
好きな子にとっては“余計なお世話”な言葉になってくるようです。
　一般的に思春期の反抗は、成長過程において必要であり、健康的な育
ちといわれています。親に対して不機嫌な態度をとるくらいで済んでし
まう子もいれば、どの大人に対しても反発した言動をとってしまう子も
いるでしょう。
　その一方で、思いも寄らない言葉や出来事によって、人が信じられな
くなる子や自信を失い自分を追い詰めてしまう子もいます。皆と同じよ
うにしないといけないことに疲れ果ててしまう子もいます。そのことが、
体調が悪くなったり、学校を休んだり、問題行動を起こしたりするきっ
かけになることもあります。我が子がこのような状況になったとき、親
はつい原因探しをしてしまいがちですが、それがかえって子どもを追い
込んでしまうことになってしまいます。
　苦しいときこそ、我が子の良いところに目を向け、
誰かと比べずにそのままの存在を認めることが何よ
りも大切なのではないでしょうか。そのほうが親と
子の関係も少し楽になるように思います。

－そのままの存在を
　　　　　認めよう－

教育相談センター「鶴山塾」
山下87番地薊22-2523

にこにこ 　 にっこ り さ ん

学校のこと、友だちのこと、

家族のこと、気軽に相談してください

▲キッズフォトスクールの様子

美　術　展　（写真）美　術　展　（写真）美　術　展　（写真）
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　とき　10月30日貍～11月7日豸
　ところ　市立文化展示ホール（アルネ・津山４階）
　募集作品　半切・Ａ３（Ａ３ノビ可）のモノクロまたはカラ
ープリントとし、単写真に限ります

　※１人２点以内
　応募方法　詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、国
民文化祭推進室までお問い合わせください

　※年齢は問いません　
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